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末
法
と
末
世
の
歴
史
意
識
小
　
沢
　
富
　
夫
末法と末世の歴史意識　（小沢）
〔一〕
（）
末
法
思
想
の
形
成
と
そ
の
背
景
　
正
像
末
の
三
時
思
想
は
、
仏
教
に
お
け
る
一
種
の
予
言
的
年
代
論
で
あ
る
。
正
法
（
◎
o
簿
α
亀
ず
帥
円
昌
ρ
9
）
・
像
法
（
°
。
巴
窪
7
弩
菖
ρ
－
℃
鎚
－
生
『
O
℃
曽
く
曽
）
、
末
法
（
°
。
巴
血
ゲ
胃
3
㌣
三
箕
巴
o
℃
僧
）
は
、
釈
迦
入
滅
を
基
点
と
し
て
千
年
（
又
は
五
首
年
）
、
千
年
、
一
万
年
と
時
代
の
降
下
に
と
も
な
い
仏
の
真
理
が
失
な
わ
れ
、
遂
に
「
末
法
五
濁
ノ
有
情
ノ
。
行
証
カ
ナ
ハ
ヌ
ト
キ
ナ
レ
バ
。
釈
迦
ノ
遺
法
コ
ト
ゴ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
ク
。
龍
宮
ニ
イ
リ
タ
マ
ヒ
キ
」
と
い
う
法
滅
尽
の
世
界
が
出
現
す
る
と
い
う
、
い
わ
ぽ
消
極
的
な
下
降
史
観
と
考
え
て
よ
い
。
中
国
仏
教
に
お
け
る
諸
経
典
に
は
、
正
像
末
の
三
時
の
年
限
に
関
す
る
教
説
が
散
見
す
る
が
、
そ
の
う
ち
末
法
思
想
の
形
成
に
影
響
を
与
え
た
「
大
方
等
大
集
月
蔵
経
」
で
は
、
法
滅
尽
の
世
界
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。
殊
に
そ
の
「
分
布
閻
浮
提
品
第
十
七
」
に
は
、
仏
滅
後
の
盛
衰
を
五
種
の
五
百
年
（
解
脱
．
禅
定
、
多
聞
、
塔
寺
、
闘
諄
の
五
堅
固
）
に
区
切
っ
て
表
わ
す
五
堅
固
説
く
五
五
百
年
説
）
が
説
か
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
三
時
説
と
と
も
に
末
法
思
想
の
基
礎
づ
け
に
さ
れ
る
土
台
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
　
「
大
集
経
」
な
ど
一1一
末法と末世の歴史意識　（小沢）
で
説
か
れ
る
法
滅
尽
の
世
相
の
到
来
は
、
あ
く
ま
で
も
予
言
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
僧
侶
の
破
戒
や
背
徳
の
行
為
に
対
す
る
教
団
内
部
の
自
戒
・
警
告
で
あ
っ
た
。
　
「
大
集
経
」
以
後
の
諸
経
典
を
時
代
的
に
考
察
す
る
と
、
末
法
思
想
は
末
法
に
対
す
る
僧
侶
の
深
刻
な
自
戒
ど
北
魏
太
武
帝
、
北
周
武
帝
に
ょ
る
仏
教
弾
圧
に
よ
っ
て
、
法
滅
尽
の
予
言
的
世
界
が
歴
史
的
現
実
と
し
て
意
識
さ
れ
た
と
き
歴
史
性
を
も
ち
は
じ
め
た
と
考
え
て
よ
い
。
随
の
信
行
の
三
階
教
（
普
法
）
、
唐
の
導
緯
、
善
導
の
系
列
に
み
ら
れ
る
浄
土
教
の
成
立
は
、
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
ず
れ
も
末
法
の
衆
生
を
救
済
す
る
時
機
相
応
の
仏
教
と
し
て
の
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
に
仏
教
が
伝
来
し
た
時
期
は
、
中
国
に
お
け
る
曇
鶯
、
導
緯
、
善
導
、
懐
感
ら
に
よ
る
浄
土
教
最
盛
期
に
あ
た
る
。
し
た
が
っ
て
、
末
法
思
想
を
そ
の
基
盤
と
す
る
浄
土
教
諸
経
典
は
、
そ
の
こ
の
仏
教
受
容
に
と
も
な
い
流
伝
し
た
と
考
え
ら
れ
う
る
が
、
全
く
そ
の
発
達
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
理
由
は
、
お
そ
ら
く
現
世
を
法
滅
尽
と
認
識
し
厭
離
と
観
ず
る
浄
土
教
思
想
の
本
質
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
大
化
の
改
新
以
後
の
律
令
国
家
の
成
立
に
よ
り
、
仏
教
が
律
令
国
家
体
制
の
枠
組
の
中
で
鎮
護
国
家
の
役
割
を
負
う
国
家
仏
教
と
し
て
発
展
し
た
現
実
と
、
現
世
の
招
福
除
災
と
い
う
現
世
主
義
的
な
呪
術
的
効
果
を
期
待
し
た
当
時
の
人
々
の
仏
教
に
対
す
る
姿
勢
は
、
浄
土
教
思
想
の
本
質
と
相
反
す
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
、
末
法
思
想
が
歴
史
意
識
と
し
て
形
成
さ
れ
る
に
は
、
経
典
に
説
か
れ
る
年
限
に
対
す
る
恐
怖
で
は
な
く
、
衆
生
の
側
に
お
い
て
律
令
国
家
の
変
質
に
と
も
な
う
末
世
、
澆
末
の
危
機
意
識
と
結
合
す
る
と
き
、
は
じ
め
て
魔
力
的
な
観
念
と
な
る
。
現
実
を
末
代
、
末
世
と
観
ず
る
意
識
が
、
教
団
に
お
い
て
仏
法
の
滅
尽
を
説
く
末
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
の
観
念
と
融
合
し
、
現
世
と
来
世
の
二
世
界
が
対
立
的
に
思
考
さ
れ
る
に
は
、
仏
教
伝
来
よ
り
数
世
紀
を
ま
た
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
（二）
　
元
明
天
皇
の
和
銅
三
年
、
奈
良
遷
都
に
よ
る
強
力
な
統
一
国
家
体
制
の
確
立
と
い
う
政
治
的
意
識
は
、
王
法
仏
法
相
即
の
命
題
の
も
と
に
お
し
す
す
め
ら
れ
る
。
仏
教
に
よ
る
鎮
護
国
家
の
政
策
は
、
聖
武
天
皇
に
よ
る
国
分
寺
、
国
分
尼
寺
の
創
設
、
東
大
寺
大
仏
建
立
一2一
末法と末世の歴史意識　（小沢）
と
な
る
が
、
そ
の
意
図
は
仏
法
に
よ
る
王
法
護
持
、
相
続
く
天
災
地
変
や
凶
作
に
よ
る
社
会
不
安
の
除
災
祈
願
に
あ
っ
た
。
金
光
明
最
勝
王
経
を
は
じ
め
と
す
る
護
国
三
部
経
の
講
宣
、
読
調
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
国
家
の
積
極
的
な
保
譲
の
も
と
に
三
論
・
法
相
、
成
実
、
倶
舎
、
律
、
華
厳
の
い
わ
ゆ
る
南
部
六
宗
の
諸
仏
教
が
成
立
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
仏
教
諸
派
に
期
待
さ
れ
た
も
の
は
、
護
国
利
民
の
宗
教
的
呪
術
で
あ
り
、
鎮
護
国
家
、
招
福
撰
災
の
た
め
の
呪
術
的
祈
疇
に
よ
る
国
家
へ
の
奉
仕
と
い
う
極
め
て
現
世
的
な
効
果
で
あ
っ
た
。
南
部
の
諸
派
仏
教
が
、
主
と
し
て
唐
仏
教
の
教
学
を
そ
の
ま
ま
移
植
し
、
そ
の
経
論
註
疏
の
学
問
的
研
究
、
知
識
把
握
に
と
ど
ま
っ
た
の
も
こ
う
し
た
仏
教
政
策
に
も
と
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
王
法
仏
法
相
即
の
も
と
で
の
教
団
で
は
、
像
法
、
末
法
に
対
す
る
僧
侶
自
身
の
深
刻
な
自
覚
も
反
省
、
ひ
い
て
は
危
機
意
識
は
生
じ
え
な
い
。
南
部
教
団
の
立
場
か
ら
薬
師
寺
の
景
戒
が
、
　
「
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
」
に
お
い
て
「
今
こ
の
賢
劫
釈
迦
一
代
の
経
文
を
探
る
に
、
三
時
あ
り
。
一
は
正
法
五
百
年
、
二
は
像
法
千
年
、
三
は
末
法
万
年
。
仏
浬
葉
よ
り
以
来
、
延
暦
六
年
歳
次
丁
卯
に
至
り
て
、
千
七
百
二
十
二
年
を
経
た
り
。
正
像
の
二
を
過
ぎ
、
末
法
に
　
　
（
4
）
入
れ
り
」
と
記
し
て
い
る
。
景
戒
は
現
実
を
入
末
法
と
し
て
認
識
し
て
は
い
る
が
、
こ
の
意
識
は
南
都
教
団
に
お
け
る
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
て
普
遍
的
化
も
さ
れ
ず
、
そ
こ
に
は
救
済
の
方
法
も
構
想
さ
れ
て
い
な
い
。
南
都
諸
派
仏
教
の
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
、
王
法
の
衰
退
に
と
も
な
う
現
実
の
危
機
に
即
応
す
る
教
説
の
自
己
変
容
も
お
こ
な
い
え
ず
、
や
が
て
天
台
、
真
言
の
二
宗
に
指
導
的
役
割
を
譲
る
　
　
　
　
（
5
）
こ
と
と
な
る
。
他
方
、
一
般
民
衆
の
仏
教
信
仰
は
、
わ
が
国
古
来
の
呪
術
的
な
原
始
的
信
仰
と
現
世
の
因
果
応
報
と
輪
廻
転
生
を
説
く
仏
教
論
理
が
結
び
つ
き
、
国
家
仏
教
の
教
団
外
部
の
優
婆
塞
仏
教
と
し
て
民
衆
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
上
引
の
「
日
本
霊
異
記
」
に
み
ら
れ
る
多
く
の
説
話
ー
「
常
鴛
の
卵
を
煮
て
・
食
ひ
て
・
現
に
亜
心
死
の
報
を
得
る
聾
w
「
智
煮
変
化
の
聖
人
を
誹
り
妬
み
て
て
、
現
に
羅
の
闘
に
至
り
、
地
獄
の
苦
を
受
く
る
繍
ご
子
の
物
を
倫
み
用
ゐ
・
牛
と
作
り
て
役
は
れ
・
異
し
き
表
を
示
す
聾
．
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
「
現
報
善
悪
」
と
い
う
書
名
の
ご
と
く
仏
教
的
因
果
応
報
の
理
に
も
と
つ
く
現
世
果
報
主
義
の
色
彩
が
強
く
、
現
世
に
対
す
る
厭
世
観
は
存
在
す
る
余
地
は
な
い
。
国
家
と
民
衆
と
い
う
次
元
の
差
は
あ
る
に
せ
よ
、
仏
教
に
お
け
る
現
世
肯
定
主
義
と
い
一3一
末法と末世の歴史意識　（小沢）
う
共
通
の
性
格
を
は
っ
ぎ
り
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
㊨
　
光
仁
、
桓
武
天
皇
に
よ
る
仏
教
政
策
は
、
律
令
政
治
の
再
編
成
に
と
も
な
う
律
令
的
国
家
仏
教
の
変
革
を
志
向
す
る
ζ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
ζ
の
方
針
に
も
と
づ
き
天
台
、
真
言
両
宗
も
護
国
仏
教
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
限
り
奈
良
仏
教
の
伝
統
を
継
承
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
底
流
に
は
す
で
に
み
た
優
婆
塞
的
な
修
業
老
の
系
譜
を
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
は
、
最
澄
、
空
海
共
に
山
岳
霊
地
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
さ
て
、
「
愚
が
中
の
極
悪
、
狂
が
中
の
極
狂
、
塵
禿
の
有
情
、
底
下
の
最
飯
」
と
自
己
を
深
刻
に
反
省
し
た
最
澄
は
、
「
解
脱
の
味
は
独
り
飲
ま
ず
、
安
楽
の
果
は
独
り
護
せ
ず
。
法
界
の
衆
生
と
と
も
に
同
く
妙
覚
に
登
り
、
法
界
の
衆
生
と
と
も
に
同
く
妙
味
を
服
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
ん
。
…
…
仏
国
土
を
浄
め
、
衆
生
を
成
就
」
せ
ん
と
い
う
利
他
の
実
践
に
あ
っ
た
。
最
澄
の
教
学
は
、
現
実
の
仏
法
に
対
す
る
深
刻
な
認
識
と
国
家
的
な
危
機
意
識
を
契
機
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
大
乗
戒
壇
設
立
の
意
義
を
述
べ
た
「
顕
戒
論
」
で
、
「
五
逆
濁
世
。
魔
道
興
盛
。
魔
作
二
沙
門
↓
壊
弓
乱
吾
道
叩
著
二
俗
衣
裳
↓
楽
　
好
袈
裟
。
五
色
之
服
噸
飲
レ
酒
緻
レ
肉
。
殺
レ
生
貧
レ
味
。
無
ヒ
有
　
慈
心
［
。
更
相
　
（
1
1
）
嫉
妬
。
」
以
下
、
「
法
滅
審
経
」
の
説
を
引
用
し
て
法
滅
の
世
相
を
具
体
的
に
記
し
て
、
　
「
今
巳
知
時
。
誰
不
レ
登
レ
山
也
」
と
結
ん
で
い
る
。
最
澄
の
時
代
認
識
は
、
　
「
滅
後
大
天
老
、
有
レ
犯
一
一
過
人
罪
↓
像
末
叡
山
者
。
無
レ
犯
一
一
過
人
罪
↓
昔
五
事
者
欺
二
読
弟
子
↓
故
令
二
仏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
，
）
法
衰
滅
↓
今
四
条
者
。
依
レ
経
引
導
。
故
令
耳
仏
法
中
興
一
。
僧
統
ト
兆
。
不
レ
足
レ
可
レ
信
也
。
」
　
「
代
を
語
れ
ば
則
ち
像
の
終
り
末
の
初
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
り
。
地
を
尋
ぬ
れ
ぽ
唐
の
東
錫
の
西
な
り
。
人
を
原
ぬ
れ
ぽ
則
ち
五
濁
の
生
、
闘
諄
の
時
な
り
。
」
　
「
然
仏
滅
後
向
二
二
千
年
舶
正
法
沈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
倫
邪
風
競
扇
。
衆
生
薄
祐
生
在
二
此
時
ご
と
あ
り
、
正
法
像
法
各
千
年
説
に
も
と
づ
き
自
か
ら
の
時
代
を
像
末
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
像
末
の
意
識
は
、
　
「
守
護
国
界
章
」
の
「
当
今
人
機
。
皆
転
変
。
都
無
二
小
乗
機
一
。
正
像
梢
過
已
。
末
法
太
有
レ
近
。
法
華
一
乗
機
。
一4一
末法と末世の歴史意識　（小沢）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
今
正
是
其
時
。
何
以
得
レ
知
。
L
と
い
う
箇
所
に
も
明
確
に
語
ら
れ
て
い
る
。
　
「
末
法
太
有
近
」
と
い
う
危
機
意
識
、
　
「
三
災
の
危
き
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
近
づ
き
、
五
濁
の
深
き
に
没
む
」
と
い
う
認
識
は
、
南
都
諸
宗
の
立
場
と
決
定
的
な
違
い
を
し
め
す
。
像
末
の
時
期
の
仏
法
に
果
せ
ら
れ
た
使
命
は
、
天
台
法
華
一
乗
の
精
神
を
体
得
し
た
菩
薩
僧
に
よ
る
「
国
裏
。
修
レ
池
修
レ
溝
。
耕
レ
荒
理
レ
崩
。
造
レ
橋
造
レ
船
。
殖
レ
樹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
殖
レ
寿
。
蒔
レ
麻
蒔
レ
草
。
穿
レ
井
引
レ
水
。
利
レ
国
利
レ
人
。
」
と
、
社
会
的
実
践
に
よ
る
鎮
護
国
家
で
あ
っ
た
。
こ
の
菩
薩
僧
こ
そ
「
国
宝
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
国
利
。
非
阜
菩
薩
一
誰
。
仏
道
稻
二
菩
薩
叫
俗
道
号
昌
君
子
喝
其
戒
広
大
。
真
俗
一
貫
。
」
と
い
う
最
澄
の
確
信
に
も
と
つ
く
仏
法
観
の
基
盤
と
な
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
空
海
の
時
代
認
識
も
最
澄
と
同
じ
く
像
末
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
認
識
に
は
根
本
的
な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
　
「
時
に
増
減
有
り
、
法
に
正
像
有
り
、
増
却
の
ぼ
は
人
皆
な
十
善
を
思
ひ
、
減
劫
の
年
は
家
ご
と
に
十
悪
を
好
む
。
正
法
千
年
の
内
に
は
持
戒
得
道
の
者
の
多
く
、
像
法
千
載
の
外
に
は
護
禁
修
得
の
者
の
少
し
・
今
に
当
・
て
時
は
是
濁
亜
心
・
人
は
根
劣
鈍
な
塗
の
文
に
続
い
て
、
憂
国
公
子
が
五
濁
悪
世
に
持
戒
定
慧
の
人
が
出
る
か
、
と
い
う
問
に
対
し
て
玄
関
法
師
は
、
「
何
ん
す
れ
ぞ
、
其
れ
然
ら
ん
や
。
れ
、
円
蓋
は
西
に
転
ず
と
難
ど
も
、
日
月
は
東
流
す
、
南
斗
は
随
ひ
運
れ
ど
も
、
北
極
は
移
ら
ず
。
冬
天
は
尽
く
殺
せ
ど
も
松
柏
夫
は
凋
ま
ず
。
火
、
日
に
物
を
焼
け
ど
も
、
布
鼠
、
中
に
遊
ぶ
。
水
、
能
く
人
を
溺
ら
せ
ど
も
、
竜
簸
、
内
に
泳
ぐ
。
…
…
此
に
由
っ
て
言
は
ば
、
時
に
は
濁
濫
な
り
と
錐
ど
も
、
何
ぞ
其
の
人
な
か
ら
ん
。
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
問
答
か
ら
察
す
る
と
、
空
海
で
は
歴
史
的
な
時
間
性
を
超
越
し
た
法
の
不
変
性
が
強
調
さ
れ
、
像
末
と
い
う
危
機
意
識
は
存
在
し
て
い
な
い
。
空
海
の
立
場
は
、
正
像
末
の
三
時
を
不
可
避
的
な
歴
史
の
流
れ
と
し
て
と
ら
え
ず
、
む
し
ろ
法
の
興
廃
が
人
の
機
根
に
存
す
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。
　
つ
ま
り
、
「
人
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
法
爾
、
興
廃
い
ず
れ
の
時
ぞ
、
機
根
絶
絶
、
正
像
な
ん
ぞ
別
か
た
ん
」
と
い
う
空
海
の
認
識
は
、
そ
の
こ
の
真
言
宗
が
末
法
に
対
す
る
即
応
性
と
救
済
へ
の
教
説
の
変
容
性
を
欠
ぎ
、
現
世
果
報
ー
官
位
昇
進
、
物
怪
調
伏
、
息
災
延
命
、
果
て
は
安
産
と
い
っ
た
現
世
利
益
を
要
請
す
る
貴
族
社
会
に
迎
え
ら
れ
て
祈
疇
仏
教
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
に
な
る
。
一5一
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天
台
、
真
言
両
宗
を
は
じ
め
と
す
る
平
安
朝
初
期
の
教
団
で
は
、
釈
迦
入
滅
の
年
次
に
つ
い
て
周
穆
五
十
三
年
壬
申
説
（
前
九
四
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
が
一
般
的
な
基
準
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
法
相
系
の
正
法
像
法
各
千
年
説
に
も
と
つ
く
と
、
わ
が
国
に
お
け
る
末
法
初
年
は
永
承
七
年
壬
辰
（
一
〇
五
二
）
と
な
る
。
景
戒
・
最
澄
・
空
海
は
、
彼
ら
の
時
代
が
す
で
に
末
法
に
立
入
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
法
滅
の
世
が
太
だ
近
い
こ
と
を
自
覚
し
警
告
し
て
い
た
。
し
か
し
、
九
世
紀
前
半
の
時
期
は
、
律
令
制
国
家
の
精
神
が
い
ま
な
お
生
き
つ
づ
き
、
仏
教
も
国
家
の
保
護
の
も
と
に
鎮
護
国
家
を
標
傍
に
し
て
、
い
は
ば
王
法
仏
法
相
即
の
関
係
が
安
定
し
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
教
団
内
部
に
像
末
の
意
識
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
現
実
は
深
刻
な
危
機
意
識
を
形
成
す
る
背
景
は
な
く
、
法
滅
を
説
く
末
法
思
想
は
歴
史
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
現
実
性
を
も
つ
に
至
っ
て
は
い
な
い
。
（四）
　
さ
て
、
律
令
に
も
と
つ
く
王
朝
政
治
の
栄
え
た
延
喜
、
天
暦
の
治
を
経
て
、
安
和
の
変
を
境
に
藤
原
氏
一
門
に
よ
る
専
制
的
権
力
の
掌
握
、
摂
関
制
の
確
立
と
そ
の
全
盛
、
す
な
わ
ち
律
令
国
家
体
制
の
変
質
の
過
程
は
、
末
法
思
想
の
形
成
に
と
っ
て
重
要
な
時
期
を
迎
え
る
。
平
安
中
期
の
仏
教
と
貴
族
と
の
結
び
つ
き
は
、
仏
教
思
想
の
側
面
か
ら
み
た
場
合
、
い
わ
ば
密
教
（
祈
疇
の
世
界
）
か
ら
浄
土
教
（
念
仏
の
世
界
）
へ
の
移
行
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
く
る
。
最
澄
に
お
い
て
明
確
に
み
ら
れ
る
王
法
仏
法
相
即
観
は
、
宗
教
の
政
治
か
ら
の
独
立
の
意
識
に
支
え
ら
れ
、
そ
の
限
り
で
は
特
定
な
貴
族
と
の
私
的
な
結
び
つ
き
は
少
な
く
、
律
令
国
家
の
救
済
と
い
う
公
的
な
立
場
が
維
持
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
十
世
紀
に
入
る
と
教
団
と
貴
族
の
私
的
な
結
び
つ
き
が
顕
著
と
な
っ
て
く
る
。
定
額
寺
か
ら
貴
族
の
私
寺
と
し
て
の
御
願
寺
の
移
行
、
発
展
は
、
い
わ
ば
仏
法
が
国
家
の
救
済
か
ら
個
人
の
救
済
へ
の
変
質
を
意
味
す
る
。
中
央
諸
大
寺
院
に
付
属
す
る
い
わ
ゆ
る
門
跡
寺
院
の
出
現
は
、
こ
の
よ
う
な
変
質
を
し
め
し
て
い
る
。
元
来
、
私
僧
房
に
は
じ
ま
る
門
跡
寺
院
は
、
律
令
体
制
の
弱
体
化
に
と
も
な
う
本
寺
の
衰
退
に
反
し
て
、
特
定
の
権
門
勢
家
の
保
護
の
も
と
に
繁
栄
し
た
。
右
大
臣
藤
原
師
輔
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の
援
助
を
え
た
良
源
の
横
川
法
華
三
昧
院
の
隆
盛
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
仏
法
の
こ
の
よ
う
な
変
質
は
、
藤
原
氏
の
場
合
、
氏
寺
と
し
て
の
興
福
寺
、
家
の
寺
と
し
て
の
法
成
寺
（
道
長
一
門
）
、
勧
修
寺
（
高
藤
）
、
世
尊
寺
（
伊
サ
）
、
さ
ら
に
個
人
の
寺
と
し
て
の
法
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
寺
（
道
長
）
、
平
等
院
（
頼
通
）
へ
の
移
行
と
発
展
と
な
る
。
藤
原
氏
の
拾
頭
、
繁
栄
に
と
も
な
い
、
仏
法
は
貴
族
の
私
的
な
要
請
に
こ
た
え
る
こ
と
が
主
要
な
務
め
と
な
る
が
、
仏
法
王
法
の
癒
着
の
結
果
、
や
が
て
有
力
貴
族
子
弟
の
入
寺
と
な
り
、
仏
法
の
世
界
で
も
出
家
以
前
の
家
柄
が
重
視
さ
れ
、
教
団
の
世
俗
化
、
門
閥
化
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。
　
顕
密
の
祈
薦
の
世
界
に
お
け
る
浄
土
教
の
念
仏
の
発
展
は
、
い
わ
ば
現
世
主
義
に
立
っ
て
彼
岸
の
世
界
を
想
定
す
る
来
世
主
義
へ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
変
容
を
も
意
味
す
る
。
天
台
宗
に
お
け
る
念
仏
は
、
円
仁
に
よ
る
念
仏
三
昧
の
法
と
し
て
の
不
断
念
仏
に
は
じ
ま
る
。
　
「
山
の
念
仏
」
と
呼
ぼ
れ
る
不
断
念
仏
は
、
念
仏
の
音
声
に
阿
弥
陀
仏
の
願
力
の
働
き
を
認
め
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
円
仁
の
念
仏
は
阿
弥
陀
仏
と
極
楽
浄
土
を
心
に
想
う
観
想
（
唯
心
念
）
の
立
場
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
然
な
ど
の
説
く
称
名
念
仏
と
は
根
本
的
に
異
な
る
。
観
想
の
念
仏
は
、
視
覚
に
訴
え
る
方
法
で
あ
る
か
ら
、
美
的
対
象
と
し
て
仏
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
。
金
色
に
輝
く
阿
弥
陀
仏
、
四
方
の
壁
に
九
品
の
浄
土
の
図
絵
を
配
置
す
る
華
麗
な
阿
弥
陀
堂
、
衆
僧
の
合
唱
す
る
念
仏
論
経
と
い
っ
た
宗
教
的
雰
囲
気
に
お
け
る
法
会
は
、
美
的
感
覚
の
陶
酔
を
通
じ
て
現
世
的
往
生
の
境
地
に
人
々
を
導
び
い
て
い
く
。
か
か
る
美
的
浄
土
信
仰
は
、
摂
関
制
の
確
立
に
と
も
な
っ
て
上
層
貴
族
の
世
界
に
浸
透
す
る
。
栄
華
を
極
め
た
権
門
勢
下
の
貴
族
は
、
現
世
果
報
の
祈
疇
仏
教
に
加
え
て
、
彼
ら
の
現
実
に
享
有
す
る
栄
華
と
利
福
を
そ
の
ま
ま
来
世
に
ま
で
永
続
さ
せ
、
自
己
の
極
楽
往
生
の
願
い
を
満
足
さ
せ
る
宗
教
を
要
請
す
る
。
こ
の
現
世
と
来
世
の
二
世
界
の
願
望
に
こ
た
え
た
の
が
、
現
世
の
利
益
と
来
世
の
救
済
と
を
相
並
し
て
説
く
法
華
経
で
あ
り
、
美
的
信
仰
と
し
て
の
観
想
的
な
浄
土
教
で
あ
っ
た
。
　
「
栄
華
物
語
」
の
「
う
た
が
ひ
の
巻
」
か
ら
、
　
「
鶴
林
の
巻
」
に
至
る
場
面
に
、
貴
族
の
仏
教
に
対
す
る
姿
勢
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
、
道
長
の
病
気
平
癒
の
た
め
の
祈
疇
の
際
、
　
「
い
か
で
今
は
、
た
だ
祈
は
せ
で
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
滅
罪
生
善
の
法
ど
も
を
行
は
せ
、
念
仏
の
声
を
絶
え
ず
聞
か
ぼ
や
。
」
と
か
、
頼
通
が
道
長
の
た
め
の
祈
疇
、
修
法
を
辞
退
し
て
、
「
た
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（
2
6
）
だ
念
仏
の
み
ぞ
聞
く
べ
き
L
と
あ
る
ご
と
く
、
現
世
的
な
祈
薦
の
世
界
に
お
け
る
念
仏
の
重
要
性
が
語
ら
れ
て
い
る
。
道
長
の
臨
終
の
　
（
2
7
）
場
面
を
み
る
と
き
、
極
楽
浄
土
の
世
界
を
現
実
的
に
観
賞
す
る
姿
勢
に
は
、
悲
観
的
な
暗
い
厭
世
思
想
は
み
ら
れ
ず
、
宿
世
に
対
す
る
主
体
的
な
対
決
も
あ
り
え
な
い
。
そ
こ
に
は
、
極
楽
浄
土
を
現
実
の
自
己
の
栄
華
の
延
長
を
思
考
す
る
耽
美
的
傾
向
が
濃
厚
で
あ
っ
て
、
自
か
ら
唱
え
る
称
名
の
念
仏
で
は
な
く
、
い
ず
れ
も
聴
聞
に
よ
る
美
的
な
浄
土
信
仰
の
世
界
が
展
開
す
る
。
　
「
栄
華
物
語
」
に
描
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
か
れ
る
現
世
的
浄
土
観
は
、
　
「
御
堂
の
あ
ま
た
に
な
ら
せ
給
ふ
ま
ま
に
、
浄
土
は
か
く
こ
そ
と
見
え
た
り
」
　
「
御
念
諦
の
を
り
に
参
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
あ
ひ
た
れ
ば
、
極
楽
に
参
り
た
ら
む
心
地
す
」
、
　
「
浄
土
も
か
く
こ
そ
は
と
推
し
測
ら
る
る
に
、
又
い
と
た
ふ
と
し
」
、
　
「
御
前
の
庭
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
た
だ
か
の
極
楽
浄
土
の
如
く
に
み
が
き
、
…
…
唯
浄
土
と
思
ひ
な
さ
れ
て
、
え
も
い
は
ず
、
哀
に
た
ふ
と
し
か
な
し
」
な
ど
の
箇
所
に
も
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
観
想
念
仏
、
あ
る
い
は
聴
く
念
仏
か
ら
主
体
的
な
自
己
の
唱
え
る
称
名
念
仏
へ
の
転
換
に
は
、
現
実
を
稼
土
と
し
て
厭
離
し
来
世
を
浄
土
と
し
て
欣
求
す
る
と
い
う
価
値
転
換
を
条
件
と
す
る
。
「
栄
華
物
語
」
の
作
者
に
は
、
「
世
中
像
法
の
末
に
な
り
（
3
2
）
て
」
と
い
う
像
末
の
意
識
は
あ
る
に
せ
よ
、
末
法
の
危
機
意
識
は
強
い
と
は
い
え
な
い
。
こ
う
し
た
意
識
は
、
貴
族
の
人
生
観
を
決
定
的
に
支
配
し
て
い
た
宿
世
観
と
六
道
輪
廻
の
因
果
応
報
観
に
よ
る
無
常
観
に
も
と
つ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
「
源
氏
物
語
」
に
み
ら
れ
る
厭
世
観
も
、
あ
く
ま
で
貴
族
社
会
と
い
う
閉
ざ
さ
れ
た
社
会
に
対
す
る
厭
世
で
あ
り
、
自
己
の
運
命
に
対
決
す
べ
き
主
体
的
意
識
も
な
く
、
憂
き
世
の
克
服
は
、
む
し
ろ
仏
の
世
界
に
逃
避
す
る
こ
と
に
よ
る
精
神
的
な
憩
い
と
な
る
。
そ
こ
で
は
、
来
世
に
斜
傾
す
れ
ど
も
あ
く
ま
で
現
世
に
執
着
す
る
人
間
の
姿
、
三
世
に
わ
た
る
罪
障
や
宿
世
の
因
縁
を
背
負
っ
た
人
々
の
現
世
に
お
け
る
運
命
が
語
ら
れ
　
　
　
　
　
（
3
3
）
る
こ
と
に
な
る
。
　
平
安
中
期
、
末
法
の
意
義
を
深
刻
に
自
覚
し
た
の
は
「
往
生
要
素
」
の
著
老
源
信
で
あ
る
。
　
「
そ
れ
往
生
極
楽
の
教
行
は
、
濁
世
末
代
の
目
足
な
り
。
道
俗
貴
賎
、
誰
か
帰
せ
ざ
る
者
あ
ら
ん
。
た
だ
し
顕
密
の
教
法
は
、
そ
の
文
、
｝
に
あ
ら
ず
。
事
理
の
業
因
、
そ
の
一8一
末法と末世の歴史意識　（小沢）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
行
こ
れ
多
し
。
利
智
精
進
の
人
は
、
い
ま
だ
難
し
と
為
さ
ざ
ら
ん
も
、
予
が
如
き
頑
魯
の
者
、
あ
に
敢
て
せ
ん
や
。
」
と
い
う
自
覚
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
も
と
づ
き
、
　
「
願
は
く
は
も
ろ
も
ろ
の
行
者
、
疾
く
厭
離
の
心
を
生
じ
て
、
速
か
に
出
要
の
路
に
随
へ
。
」
と
、
厭
離
稼
土
の
決
断
は
欣
求
浄
土
へ
と
展
開
す
る
。
源
信
は
「
濁
世
末
代
」
の
認
識
か
ら
、
念
仏
の
大
要
を
厭
離
繊
土
、
欣
求
浄
土
、
極
楽
の
証
拠
以
下
の
十
門
に
わ
た
っ
て
体
系
的
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
往
生
要
素
」
で
注
意
す
べ
き
問
題
点
を
二
、
三
指
摘
す
れ
ぽ
、
第
一
に
「
大
文
第
四
、
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
修
念
仏
、
第
五
、
助
念
の
方
法
」
で
あ
る
。
源
信
の
念
仏
論
の
中
心
を
な
す
こ
の
章
で
は
、
上
機
の
者
に
対
し
て
は
阿
弥
陀
仏
の
蓮
華
の
座
、
座
上
の
阿
弥
陀
仏
の
「
肉
髪
、
頂
上
の
髪
毛
、
そ
の
髪
の
際
の
五
千
の
光
、
耳
、
額
、
面
輪
」
以
下
「
足
の
下
及
び
眼
」
に
至
る
四
十
二
の
相
好
を
一
々
観
ず
る
別
相
観
を
勧
め
、
中
機
に
対
し
て
は
、
仏
身
の
総
体
を
観
ず
る
総
相
観
を
、
以
上
の
相
観
に
耐
え
え
な
い
下
機
の
者
に
対
す
る
方
便
と
し
て
、
た
だ
仏
の
四
十
二
相
好
中
の
眉
間
の
白
毫
相
だ
け
を
観
ず
る
雑
略
観
を
勧
め
、
劣
機
に
対
し
て
は
「
も
し
相
好
を
観
念
す
る
に
堪
へ
ざ
る
も
の
あ
ら
ば
、
或
は
帰
命
の
想
に
依
り
、
或
は
引
摂
の
想
に
依
り
、
或
は
往
生
の
想
に
依
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
り
て
、
応
に
一
心
に
称
念
す
べ
し
」
と
、
称
名
念
仏
を
あ
え
て
観
察
門
に
含
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
コ
心
称
念
」
は
、
　
「
大
文
第
十
、
問
答
料
簡
、
第
四
、
尋
常
の
念
相
」
の
業
に
お
け
る
散
業
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
　
「
謂
く
、
行
住
坐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
臥
に
、
散
心
に
し
て
念
仏
す
る
な
り
」
と
あ
る
が
、
源
信
の
念
仏
の
立
場
は
、
　
一
心
称
念
の
称
名
念
仏
を
含
め
た
観
想
念
仏
を
中
心
に
、
窮
局
的
に
は
一
念
三
千
の
理
を
悟
る
理
観
念
仏
に
達
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
源
信
に
お
い
て
は
観
念
が
称
念
に
優
越
し
て
お
り
、
称
念
は
あ
く
ま
で
天
台
止
観
の
一
方
便
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
源
信
の
念
仏
の
限
界
が
あ
る
に
せ
よ
、
観
想
念
仏
の
確
立
は
す
で
に
述
べ
た
美
的
浄
土
信
仰
の
世
界
を
出
現
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
、
臨
終
正
念
の
強
調
で
あ
る
。
「
大
文
第
六
、
別
時
念
仏
、
第
二
、
臨
終
の
行
儀
」
を
う
け
て
、
　
「
大
文
第
十
、
問
答
料
簡
、
第
五
、
臨
終
の
念
相
」
で
は
、
　
「
一
心
に
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
念
す
る
。
こ
の
六
字
を
逞
る
の
頃
を
一
念
と
名
つ
く
る
な
り
。
」
と
説
か
れ
る
。
死
に
直
面
し
た
老
の
正
念
が
重
視
さ
れ
る
と
き
、
そ
こ
に
は
引
声
念
仏
に
み
ら
れ
る
形
式
的
な
、
い
わ
ぽ
遊
び
は
全
く
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
源
信
の
説
く
念
仏
一9一
末法と末世の歴史意識　（小沢）
に
よ
る
往
生
は
、
個
人
の
往
生
の
確
信
に
の
み
支
え
ら
れ
、
客
観
的
な
確
証
が
な
い
た
め
、
往
生
に
対
す
る
不
安
は
存
在
す
る
。
源
信
以
後
、
末
法
の
不
安
が
深
化
す
る
に
と
も
な
い
、
焼
身
、
入
水
な
ど
の
異
相
往
生
の
流
行
や
百
万
遍
念
仏
、
小
豆
の
数
で
称
名
を
量
的
に
算
す
る
小
豆
念
仏
、
小
塔
八
万
四
千
基
塔
供
養
な
ど
の
信
仰
の
量
的
表
現
は
、
こ
う
し
た
往
生
に
対
す
る
不
安
を
物
語
っ
て
い
る
と
　
　
　
　
　
（
4
0
）
も
考
え
ら
れ
る
。
　
源
信
の
生
き
た
時
代
は
、
摂
関
政
治
の
確
立
に
よ
り
最
澄
の
祈
っ
た
古
代
律
令
制
国
家
は
す
で
に
変
質
し
、
鎮
護
国
家
を
標
傍
す
る
天
台
も
今
や
門
閥
化
、
世
俗
化
は
決
定
的
と
な
っ
た
。
叡
山
内
部
の
智
証
門
流
と
慈
覚
門
流
の
対
立
抗
争
は
、
皮
肉
に
も
源
信
の
師
良
源
に
始
ま
る
。
王
法
仏
法
相
即
の
伝
統
に
た
つ
天
台
教
団
の
堕
落
の
現
実
は
、
源
信
を
し
て
濁
世
末
代
の
自
覚
を
深
め
る
機
縁
と
も
な
る
。
源
信
に
よ
る
二
十
五
三
昧
衆
の
結
成
と
勧
学
会
の
運
動
は
、
教
団
内
部
の
危
機
感
と
律
令
国
察
体
制
の
破
綻
の
現
実
を
澆
末
と
観
ず
る
中
下
層
貴
族
の
危
機
意
識
と
を
結
び
つ
け
る
う
え
で
極
め
て
重
要
な
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
　
「
大
文
第
一
、
厭
離
稼
土
、
第
五
、
人
道
」
に
お
け
る
「
不
浄
の
相
、
苦
の
相
、
無
常
の
相
」
が
説
か
れ
る
部
分
に
は
、
最
澄
の
強
調
し
た
国
家
救
済
の
理
想
は
み
ら
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
ず
、
末
法
へ
の
危
機
意
識
に
も
と
ず
く
人
間
の
生
、
無
常
の
内
面
化
が
認
め
ら
れ
る
。
（五）
　
平
安
朝
の
中
期
以
後
、
こ
と
に
道
長
の
死
（
一
〇
二
七
）
を
境
に
、
律
令
国
家
体
制
の
崩
壊
に
と
も
な
う
地
方
政
治
の
乱
れ
、
相
続
く
天
災
地
変
は
人
々
を
し
て
目
に
見
え
な
い
何
も
の
か
の
手
に
よ
っ
て
暗
い
運
命
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
て
行
く
不
安
に
怯
え
さ
せ
た
。
な
か
ん
ず
く
、
王
法
を
護
持
す
ぺ
き
仏
法
の
堕
落
は
、
も
は
や
教
団
の
世
俗
化
と
い
っ
た
程
度
に
止
ま
ら
ず
、
山
門
寺
門
の
抗
争
、
僧
　
　
　
（
4
2
）
兵
の
横
暴
の
世
相
は
、
闘
諄
堅
固
、
法
滅
尽
の
予
言
的
世
界
が
今
や
歴
史
的
現
実
と
な
っ
て
き
た
。
か
く
し
て
、
末
法
思
想
は
人
々
の
末
世
、
澆
末
の
意
識
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
第
に
深
刻
さ
を
お
び
社
会
的
な
影
響
力
を
も
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
末
法
思
想
の
一10一
浸
透
は
、
律
令
国
家
体
制
の
崩
壊
に
起
因
す
る
危
機
意
識
の
現
わ
れ
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の
克
服
と
し
て
の
救
済
の
道
の
新
た
な
る
展
開
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
世
相
に
生
き
る
上
流
の
貴
族
層
は
、
閉
鎖
的
社
会
に
お
い
て
現
実
を
澆
末
、
末
代
と
意
識
す
れ
ぽ
意
識
す
る
ほ
ど
、
造
寺
造
仏
、
接
迎
会
に
専
心
し
、
現
世
的
な
美
的
浄
土
の
世
界
へ
と
逃
避
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ひ
た
す
ら
自
己
の
浄
土
往
生
を
願
っ
た
。
彼
ら
に
は
、
末
代
と
観
ず
る
現
実
の
社
会
体
制
に
対
す
る
批
判
も
、
新
秩
序
形
成
の
意
識
も
み
ら
れ
ず
、
ひ
た
す
ら
眼
前
に
現
出
し
た
闘
諄
堅
固
の
修
羅
場
を
歎
息
し
、
不
安
と
果
て
は
絶
望
に
陥
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
末
法
思
想
は
、
貴
族
に
と
っ
て
現
世
否
定
へ
の
決
断
を
迫
る
も
の
で
な
く
、
内
在
化
も
さ
れ
ず
社
会
を
外
か
ら
観
察
し
、
あ
く
ま
で
現
実
を
肯
定
す
る
姿
勢
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
保
元
・
平
治
の
乱
に
始
ま
る
社
会
不
安
と
新
興
武
家
勢
力
の
拾
頭
は
、
貴
族
に
と
っ
て
末
代
の
意
識
を
深
化
せ
し
め
、
仏
法
に
お
い
て
は
末
法
の
現
実
の
時
機
相
応
の
救
済
の
方
法
と
し
て
の
専
修
念
仏
の
確
立
と
な
翻
四
末法と末世の歴史意識　（小沢）
〔二〕
末
世
の
歴
史
意
識
ー
「
玉
葉
」
の
世
界
1
・
　
兼
実
は
、
関
白
藤
原
忠
通
の
第
三
子
で
五
摂
家
の
一
つ
で
あ
る
九
条
家
の
始
祖
で
あ
り
、
　
「
愚
管
抄
」
の
著
者
慈
円
は
兼
実
の
同
腹
　
　
　
　
（
4
4
）
弟
に
あ
た
る
。
兼
実
は
保
元
・
平
治
の
乱
に
よ
る
平
氏
の
拾
頭
と
そ
の
全
盛
、
源
平
二
氏
の
抗
争
、
頼
朝
に
よ
る
幕
府
成
立
に
至
る
、
い
わ
ぽ
古
代
国
家
体
制
が
崩
壊
す
る
過
程
に
生
き
た
代
表
的
な
貴
族
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
日
記
「
玉
葉
」
を
中
心
に
兼
実
の
歴
史
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
識
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。
　
兼
実
が
現
実
の
世
相
を
末
世
、
末
代
、
五
濁
の
世
、
乱
世
と
認
識
し
た
そ
の
記
事
内
容
を
指
摘
す
れ
ば
、
ω
嘉
応
二
年
七
月
三
日
、
越
前
守
平
資
盛
と
摂
政
松
殿
基
房
と
の
乗
逢
の
際
の
争
い
、
こ
の
意
趣
を
晴
ら
そ
う
と
平
氏
の
武
士
が
二
条
極
近
辺
に
群
集
し
た
た
め
、
基
房
は
十
五
日
の
法
成
寺
参
詣
を
中
止
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
こ
と
を
聞
き
、
　
「
末
代
之
濫
吹
、
言
語
不
レ
及
、
悲
哉
、
生
＝
乱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
世
叫
見
二
聞
如
レ
此
之
事
↓
宿
業
可
レ
臓
々
々
」
と
あ
り
、
②
同
年
十
月
廿
一
日
、
同
様
な
こ
と
が
平
重
盛
と
基
房
と
の
間
で
生
じ
、
平
一11一
末法と末世の歴史意識　（小沢）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）
氏
の
乱
暴
な
行
為
に
対
し
て
「
只
恨
生
二
五
濁
之
世
哨
悲
哉
悲
哉
」
と
あ
る
。
③
治
承
三
年
十
一
月
十
四
日
、
清
盛
の
政
変
に
対
し
て
は
「
誠
以
物
念
、
乱
世
之
至
也
」
と
記
し
、
清
盛
の
奏
請
に
よ
り
近
衛
基
通
（
兼
実
の
長
兄
基
実
の
子
、
清
盛
の
女
婿
）
が
関
白
、
氏
長
者
と
な
り
、
反
平
氏
的
な
松
房
基
房
以
下
の
公
家
が
処
分
さ
れ
る
と
い
う
書
状
を
受
け
た
兼
実
は
「
余
披
＝
見
此
状
一
之
処
、
仰
天
伏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）
地
、
猶
以
不
二
信
受
噛
夢
欺
非
レ
夢
敷
、
無
レ
所
＝
弁
存
二
で
あ
っ
た
。
兼
実
の
乱
世
、
末
代
、
五
濁
の
世
の
意
識
は
、
　
「
我
朝
之
衰
徴
」
、
　
「
天
下
之
滅
亡
」
と
同
じ
次
元
に
お
い
て
形
成
さ
れ
る
。
④
安
元
三
年
四
月
廿
八
日
、
勧
学
院
を
は
じ
め
大
極
殿
、
八
省
院
の
焼
失
は
「
誠
是
乱
世
之
至
也
、
非
昌
人
力
之
所
一
レ
及
、
天
変
難
＝
頻
呈
↓
法
令
敢
不
レ
改
、
致
レ
映
招
レ
禍
、
其
不
レ
然
哉
、
…
…
我
朝
衰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）
徴
、
其
期
已
至
欺
、
可
レ
悲
可
レ
悲
」
、
な
か
ん
ず
く
勧
学
院
の
焼
失
は
「
件
院
閉
院
贈
太
相
国
冬
嗣
h
弘
仁
十
二
年
建
立
、
其
後
未
レ
有
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
二
火
災
↓
及
二
三
百
四
十
余
歳
一
欺
、
惣
天
下
之
滅
亡
、
別
我
氏
之
衰
徴
、
悲
涙
数
行
衰
哉
」
の
ご
と
く
天
下
の
滅
亡
と
藤
原
氏
の
衰
徴
は
全
く
同
次
元
で
意
識
さ
れ
る
。
⑤
同
年
五
月
一
日
、
宮
中
に
強
盗
が
乱
入
し
た
こ
と
は
、
　
「
天
運
欲
レ
蓋
欺
、
悲
泣
而
有
レ
余
者
也
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）
先
流
矢
中
昌
神
輿
↓
尋
承
保
又
有
二
此
事
噛
深
可
二
恐
怖
昌
欺
、
我
国
滅
亡
時
巳
至
欺
、
余
生
＝
於
乱
代
↓
只
可
レ
恥
宿
業
也
」
、
ま
た
、
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）
治
承
四
年
六
月
二
日
の
清
盛
の
福
原
遷
都
は
「
只
天
魔
謀
レ
滅
二
朝
家
↓
可
レ
悲
々
々
」
、
⑦
同
年
十
月
廿
九
日
、
平
維
盛
ら
の
頼
朝
追
討
軍
が
富
士
川
合
戦
に
お
い
て
潰
走
の
報
を
受
け
、
　
「
坂
東
逆
賊
党
類
、
余
勢
及
　
数
万
↓
追
討
使
底
弱
無
レ
極
云
々
、
誠
我
朝
滅
審
之
期
（
5
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）
也
」
、
⑧
源
平
二
氏
の
対
立
の
世
相
は
、
　
「
毎
事
不
レ
足
レ
言
、
天
下
滅
亡
期
、
当
＝
此
時
↓
太
以
歎
息
老
也
」
、
「
上
御
沙
汰
違
乱
之
上
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）
源
氏
等
悪
行
不
レ
止
、
天
下
忽
欲
＝
滅
亡
」
と
考
え
ら
れ
る
。
戦
乱
が
直
接
京
に
及
ぶ
に
至
る
と
、
こ
の
意
識
は
一
層
深
化
さ
れ
て
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）
る
。
⑨
義
仲
の
入
京
と
そ
の
狼
籍
に
対
し
て
、
　
「
京
中
、
物
取
追
捕
、
兼
日
陪
増
、
天
下
巳
滅
亡
了
」
、
　
「
義
仲
巳
欲
レ
襲
二
法
皇
官
↓
…
…
夢
欺
非
レ
夢
欺
、
魂
魂
退
散
、
万
事
不
覚
、
凡
漢
家
本
朝
天
下
之
乱
逆
、
難
レ
有
　
其
数
叫
未
レ
有
〒
如
＝
今
度
一
之
乱
b
義
仲
者
是
天
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）
之
誠
｝
不
徳
之
君
一
使
也
。
其
身
滅
亡
、
又
以
忽
然
歎
、
慾
生
見
弓
如
レ
此
之
事
↓
只
レ
恥
二
宿
業
一
者
欺
」
ま
た
、
α
◎
引
続
き
義
経
郎
従
に
よ
る
大
夫
史
隆
職
の
文
庫
を
打
破
し
た
事
件
は
、
　
「
風
官
中
文
書
、
古
来
只
一
本
書
也
、
而
肝
心
失
者
、
即
我
朝
之
滅
亡
也
、
誠
天
下
之
一12一
、
末法と末世の歴史意識　（小沢）
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）
運
滅
尽
之
期
欺
、
可
レ
悲
々
々
」
こ
と
で
あ
り
、
⑪
こ
の
義
経
に
頼
朝
追
討
の
宣
旨
が
下
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
「
余
聞
畠
此
事
幽
神
心
欄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）
然
、
天
下
之
滅
亡
、
結
句
在
二
此
時
一
鰍
」
、
㈱
建
久
九
年
正
月
、
政
敵
久
我
通
親
が
後
院
の
別
当
に
な
る
に
及
ん
で
は
、
　
「
愚
哉
、
以
昌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）
小
人
入
魂
噛
為
二
小
童
之
才
学
、
国
家
之
滅
亡
畢
レ
足
可
レ
待
欺
」
と
記
さ
れ
る
。
　
以
上
の
記
事
を
も
と
に
、
兼
実
の
末
世
、
末
代
の
認
識
の
背
景
を
考
察
す
る
と
き
、
そ
れ
ら
の
意
識
が
単
な
る
平
氏
の
横
暴
、
源
平
二
氏
の
抗
争
に
よ
る
京
の
世
相
不
安
、
さ
ら
に
は
合
戦
そ
の
も
の
か
ら
生
ず
る
も
の
で
は
な
く
、
兼
実
を
軸
と
す
る
摂
関
政
権
、
さ
ら
に
広
い
意
味
で
の
古
代
国
家
体
制
そ
の
も
の
に
対
し
て
動
揺
を
与
え
、
政
治
的
権
力
の
失
墜
を
導
く
諸
々
の
事
件
に
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ
の
認
識
に
基
づ
く
限
り
、
　
「
世
之
滅
亡
」
　
「
天
下
之
滅
亡
」
は
同
時
に
「
我
家
之
滅
亡
」
と
意
識
さ
れ
て
く
る
。
新
興
め
武
家
勢
力
の
拾
頭
は
、
い
わ
ぽ
古
代
国
家
体
制
に
お
け
る
摂
関
政
治
の
衰
退
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
兼
実
に
と
っ
て
「
我
家
之
衰
徴
」
の
意
識
は
、
反
九
条
家
勢
力
を
含
め
て
武
家
勢
力
に
よ
る
古
代
国
家
の
崩
壊
を
背
景
に
、
九
条
家
そ
の
も
の
の
政
治
的
地
位
の
没
落
を
媒
介
に
し
て
形
成
さ
れ
る
と
考
え
て
よ
い
。
　
こ
う
し
た
兼
実
の
意
識
は
、
個
々
の
反
九
条
家
勢
力
に
対
す
る
評
価
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
層
明
確
と
な
っ
て
く
る
。
ω
後
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）
白
河
院
、
「
不
徳
之
君
」
、
　
「
有
下
恐
一
天
下
↓
不
レ
弄
レ
国
之
条
か
難
レ
似
レ
有
レ
愚
＝
政
道
之
治
乱
噛
偏
可
レ
在
二
君
之
最
納
我
君
治
二
天
下
「
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）
間
、
乱
亡
不
レ
可
レ
止
、
不
肖
之
者
、
不
レ
当
畠
委
任
之
仁
↓
恐
必
有
＝
後
悔
一
欺
」
、
②
太
政
大
臣
藤
原
師
長
、
　
「
左
府
、
及
余
、
被
レ
超
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）
越
下
蕩
一
事
、
已
三
箇
度
、
希
代
事
欺
」
、
㈲
関
白
近
衛
基
通
、
　
「
殆
不
レ
異
＝
禽
獣
一
欺
、
…
…
不
レ
知
レ
恩
者
禽
獣
也
、
万
人
弾
指
」
、
ω
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）
太
政
大
臣
藤
原
兼
房
、
　
「
無
二
才
漢
↓
無
昌
労
積
↓
只
以
昌
先
公
之
旧
労
↓
下
官
所
‘
推
挙
一
也
」
、
⑤
権
大
納
言
藤
原
忠
良
、
　
「
傍
若
無
人
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）
也
、
自
レ
本
狂
乱
之
人
也
」
。
こ
れ
ら
の
酷
評
は
、
い
ず
れ
も
兼
実
自
身
の
政
治
的
権
力
の
座
を
奪
う
政
敵
に
対
す
る
意
識
を
何
よ
り
も
示
し
て
い
る
が
、
反
面
、
自
己
の
栄
達
に
つ
い
て
は
、
文
治
二
年
三
月
十
一
日
、
頼
朝
の
奏
請
に
よ
り
摂
政
、
氏
長
者
の
宣
下
を
受
け
る
兼
実
は
、
　
「
此
事
偏
為
二
春
日
大
明
神
御
計
一
之
由
思
食
賢
所
二
見
給
「
也
云
々
、
風
此
事
次
第
非
二
直
也
事
「
也
。
仏
神
冥
助
、
紅
涙
満
一13一
末法と末世の歴史意識　（小沢）
（
6
7
）
眼
」
と
い
う
喜
こ
び
と
な
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
兼
実
の
仏
法
王
法
相
即
の
観
念
に
も
、
自
己
の
政
治
的
地
位
を
軸
と
す
る
末
代
、
末
世
の
歴
史
意
識
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
「
仏
法
者
依
二
王
塗
而
紹
降
王
法
依
私
法
一
而
長
冬
若
歎
圭
法
之
衰
徴
表
即
慕
二
仏
法
之
繁
昌
齢
．
と
い
う
兼
実
の
仏
法
観
は
、
最
澄
の
理
想
と
し
た
仏
法
王
法
相
即
観
と
は
そ
の
内
容
を
異
に
し
、
仏
法
の
衰
退
は
九
条
家
を
中
心
と
す
る
王
法
の
減
亡
、
五
濁
の
世
を
意
味
す
る
こ
と
と
な
る
。
ω
承
安
三
年
六
月
廿
三
日
、
興
福
寺
僧
徒
に
よ
る
多
武
峯
焼
打
ち
は
、
　
「
自
レ
昔
以
降
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）
南
北
大
衆
蜂
起
之
中
、
莫
レ
勝
レ
自
二
今
度
↓
只
仏
法
之
滅
整
也
、
五
濁
之
世
、
可
レ
悲
々
々
」
で
あ
り
、
②
安
元
三
年
四
月
十
四
日
、
延
暦
寺
僧
徒
が
神
輿
を
奉
じ
て
闘
を
犯
し
て
加
賀
守
藤
原
師
高
を
訴
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、
　
「
仏
法
王
法
滅
豊
期
至
欺
、
五
濁
之
世
、
天
魔
得
二
其
力
↓
是
世
之
理
運
也
、
惣
非
三
言
語
之
所
一
レ
及
、
非
一
筆
端
之
可
一
レ
壼
、
夢
鰍
非
レ
夢
、
言
而
有
レ
余
、
歎
而
無
レ
益
、
不
レ
能
二
左
　
　
　
　
（
7
0
）
右
こ
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
仏
法
の
と
ら
え
方
に
立
て
ぽ
㈲
治
承
四
年
十
二
月
廿
八
日
、
重
衡
に
よ
る
東
大
寺
、
興
福
寺
両
寺
の
焼
打
ち
は
、
ま
さ
に
王
法
滅
亡
で
あ
り
、
藤
原
氏
破
滅
の
出
来
事
と
さ
え
意
識
さ
れ
る
。
　
「
為
レ
世
為
レ
民
仏
法
王
法
滅
壼
了
鰍
、
凡
非
三
言
語
之
所
鞘
レ
及
、
非
二
筆
端
之
可
一
レ
記
、
…
…
当
＝
此
時
一
忽
見
一
一
我
氏
之
破
滅
↓
…
…
如
レ
此
之
事
噛
当
二
悪
運
之
時
叫
顕
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）
破
滅
之
期
一
鰍
、
…
…
宿
業
之
程
、
来
世
又
無
レ
愚
財
。
」
　
か
く
し
て
、
兼
実
の
末
世
、
末
代
の
歴
史
意
識
か
ら
は
現
実
の
政
治
や
社
会
に
対
す
る
積
極
的
な
姿
勢
は
望
み
え
な
い
。
そ
こ
に
は
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）
「
只
可
レ
随
二
形
勢
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
於
レ
余
者
、
乱
世
之
執
柄
非
レ
所
レ
好
」
　
「
無
二
治
術
一
之
世
」
の
ご
と
く
、
現
実
の
社
会
を
外
か
ら
眺
め
肯
定
す
る
態
度
、
さ
ら
に
は
上
引
の
記
事
に
み
た
「
可
レ
恥
　
宿
業
こ
と
さ
え
意
識
さ
れ
る
。
文
治
五
年
八
月
一
日
条
に
み
ら
れ
る
「
今
日
請
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）
法
然
房
之
聖
人
↓
談
二
法
文
語
及
往
生
業
こ
は
、
兼
実
と
法
然
と
の
師
檀
関
係
の
は
じ
ま
り
を
示
す
記
事
で
あ
る
が
、
兼
実
の
法
然
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
6
）
よ
る
受
戒
の
主
た
る
目
的
は
、
病
気
、
邪
気
治
療
の
現
世
的
効
果
に
あ
っ
た
。
専
修
念
仏
そ
の
も
の
へ
の
絶
対
的
帰
依
に
も
と
つ
く
現
世
否
定
と
来
世
志
向
は
な
く
、
自
己
の
摂
関
体
制
に
お
け
る
現
実
へ
の
執
着
を
捨
て
切
れ
ぬ
と
こ
ろ
に
兼
実
の
末
世
の
意
識
は
存
在
す
一14一
る
。
こ
こ
に
伝
統
的
な
貴
族
の
歴
史
意
識
の
姿
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
古
代
国
家
体
制
の
崩
壊
を
背
景
と
す
る
藤
原
摂
関
家
の
没
落
過
程
に
お
い
て
、
摂
籔
臣
と
し
て
の
兼
実
の
末
世
、
末
代
の
意
識
は
、
ま
さ
に
頼
朝
の
「
天
下
草
創
」
の
意
識
と
は
逆
の
立
場
で
形
成
さ
れ
て
く
る
。
九
条
家
を
中
心
と
す
る
藤
原
氏
の
政
権
の
座
か
ら
の
転
落
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
国
家
の
滅
亡
で
あ
り
、
末
代
で
あ
っ
た
。
兼
実
の
こ
の
末
代
、
末
世
と
意
識
さ
れ
る
認
識
の
構
造
は
、
次
に
取
扱
う
慈
円
の
歴
史
観
を
考
察
す
る
場
合
、
極
め
て
重
要
な
思
想
的
背
景
と
な
る
。
末法と末世の歴史意識　（小沢）
（ ）
道
理
の
歴
史
音
心
識
…
「
愚
管
抄
」
の
世
界
　
サ
テ
モ
サ
テ
モ
コ
ノ
世
ノ
カ
ハ
リ
ノ
継
目
ニ
ム
マ
レ
ア
イ
テ
、
世
ノ
中
ノ
目
ノ
マ
ヘ
ニ
カ
ハ
リ
ヌ
ル
事
ヲ
、
カ
ク
ケ
ザ
ケ
ザ
ト
ミ
侍
　
コ
ト
コ
ソ
、
ヨ
ニ
ア
ハ
レ
ニ
モ
ア
サ
マ
シ
ク
モ
ヲ
ボ
ユ
レ
。
　
（
巻
七
）
久
寿
二
年
（
＝
五
五
）
関
白
藤
原
忠
通
の
子
と
し
て
生
れ
た
慈
円
の
生
涯
は
、
保
元
の
乱
に
始
ま
り
承
久
の
乱
の
晩
年
に
至
る
激
動
期
で
あ
る
。
　
「
保
元
以
後
ノ
コ
ト
ハ
、
ミ
ナ
乱
世
」
（
巻
三
）
で
あ
っ
た
慈
円
に
は
、
　
「
今
ハ
道
理
ト
イ
フ
モ
ノ
ハ
ナ
キ
ニ
ヤ
」
（
巻
七
）
と
さ
え
考
え
ら
れ
る
。
前
節
で
述
べ
た
兼
実
の
末
代
の
歴
史
意
識
は
、
　
「
日
本
国
ノ
乱
逆
ト
云
コ
ト
ハ
ヲ
コ
リ
テ
後
ム
サ
ノ
世
」
　
（
巻
四
）
の
出
現
に
よ
り
、
摂
関
政
権
を
背
景
と
す
る
上
層
貴
族
の
政
治
的
勢
力
の
没
落
の
過
程
に
お
い
て
形
成
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
貴
族
の
歴
史
的
世
界
に
お
い
て
、
藤
原
氏
の
立
場
か
ら
こ
の
時
代
を
も
っ
と
も
深
刻
に
洞
察
し
た
の
が
「
愚
管
抄
」
で
あ
る
。
　
「
愚
管
抄
」
の
著
作
動
機
は
、
承
久
二
年
後
鳥
羽
院
を
中
心
と
す
る
院
近
臣
の
倒
幕
の
意
図
に
対
し
て
、
摂
関
九
条
家
の
立
場
か
ら
摂
家
将
軍
馨
（
九
条
道
家
の
罰
の
擁
立
に
あ
・
た
と
孝
兄
ら
れ
㌔
重
要
な
こ
と
は
・
こ
の
現
実
の
歴
史
的
穰
の
状
況
に
対
す
一15一
末法と末世の歴史意識　（小沢）
る
打
開
策
を
基
点
に
、
慈
円
の
歴
史
認
識
が
成
立
す
る
t
と
で
あ
る
。
藤
原
摂
関
政
権
の
立
場
で
、
い
か
に
し
て
神
々
の
定
め
た
道
理
の
具
現
た
る
頼
経
将
軍
に
よ
る
摂
武
合
体
、
結
果
的
に
は
君
臣
合
体
の
礼
を
院
に
自
覚
さ
せ
、
王
法
を
護
持
す
る
か
に
あ
っ
た
。
亡
こ
に
慈
円
の
道
理
史
観
の
原
点
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
「
愚
管
抄
」
で
展
開
さ
れ
る
道
理
と
い
う
理
念
に
も
と
つ
く
歴
史
観
は
、
全
く
慈
円
独
自
の
構
想
で
は
あ
る
が
、
そ
の
道
理
は
没
落
過
程
に
お
け
る
摂
武
合
体
に
よ
る
摂
関
政
権
の
維
持
、
、
存
続
と
い
う
前
提
の
う
ち
に
構
想
さ
れ
た
結
果
、
極
め
て
主
観
的
な
道
理
と
な
り
、
歴
史
法
則
を
貫
抜
く
普
遍
的
な
原
理
に
ま
で
止
揚
さ
れ
え
な
い
限
界
を
も
つ
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
歴
史
認
識
の
限
界
を
有
す
る
た
め
、
過
去
の
歴
史
が
考
察
さ
れ
る
際
す
べ
て
の
事
象
は
摂
関
家
を
軸
に
し
て
何
ら
か
の
道
理
の
顕
現
で
あ
る
と
し
て
、
是
認
さ
れ
合
理
化
し
よ
う
と
す
る
帰
納
的
方
法
論
に
お
ち
入
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
認
識
の
過
程
で
と
ら
え
ら
れ
る
道
理
は
、
摂
関
体
制
と
い
う
特
殊
な
政
治
的
状
況
に
お
い
て
の
み
歴
史
的
理
念
と
し
て
の
価
値
を
有
す
る
。
然
し
な
が
ら
、
兼
実
が
末
世
と
悲
歎
し
た
上
層
貴
族
社
会
に
お
い
て
、
現
代
的
課
題
と
道
理
と
い
う
歴
史
法
則
の
思
索
は
、
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
9
）
そ
こ
に
限
界
は
あ
る
に
せ
よ
没
落
過
程
に
お
け
る
歴
史
理
論
の
体
系
の
成
立
と
し
て
の
意
義
は
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
「
愚
管
抄
」
で
は
「
昔
ヨ
リ
ウ
ツ
リ
マ
カ
ル
道
理
モ
ア
ハ
レ
ニ
オ
ボ
エ
テ
」
　
（
巻
三
）
、
「
神
武
ヨ
リ
去
々
年
二
至
ル
マ
デ
、
世
ノ
ウ
ツ
リ
行
道
理
ノ
一
ト
テ
リ
」
　
（
巻
二
）
が
展
開
さ
れ
る
。
現
代
的
課
題
か
ら
歴
史
考
察
へ
向
う
慈
円
は
、
そ
の
史
観
の
中
核
を
占
め
る
摂
家
将
軍
頼
経
の
正
当
性
を
根
拠
づ
け
る
た
め
に
、
皇
室
と
藤
原
氏
の
両
祖
神
の
約
諾
、
　
「
神
々
ノ
御
バ
カ
ラ
ヒ
」
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
鎌
足
、
不
比
等
、
良
房
、
基
経
、
道
長
等
の
律
令
政
治
か
ら
摂
関
政
治
へ
の
展
開
途
上
に
お
け
る
藤
原
氏
一
族
の
有
力
人
物
の
「
臣
下
出
デ
ク
ベ
キ
道
理
」
の
必
然
性
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
両
祖
神
の
約
諾
の
歴
史
的
実
証
を
試
み
る
。
し
た
が
っ
て
、
道
長
個
人
の
栄
華
の
讃
美
を
主
題
と
す
る
「
栄
華
物
語
」
、
「
大
鏡
」
の
歴
史
的
世
界
を
越
え
、
　
「
水
鏡
」
の
歴
史
を
発
展
深
化
せ
し
め
は
し
た
も
の
、
普
遍
的
な
道
理
に
も
と
つ
く
新
し
い
政
治
体
制
や
社
会
秩
序
の
理
念
は
構
想
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
そ
の
理
念
を
基
準
と
し
た
演
繹
的
な
歴
史
考
察
も
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
な
く
極
め
て
保
守
的
な
現
実
肯
定
の
歴
史
認
識
に
お
ち
こ
む
こ
と
に
な
っ
た
。
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慈
円
は
、
神
武
よ
り
順
徳
に
至
る
歴
史
推
移
を
、
道
理
の
顕
現
と
し
て
こ
れ
を
と
ら
え
、
そ
の
契
機
と
し
て
神
意
に
も
と
つ
く
道
理
　（
ｻ
の
道
理
）
と
歴
史
現
象
で
自
覚
さ
れ
た
道
理
（
顕
の
道
理
）
と
い
う
二
つ
の
道
理
の
存
在
が
基
本
的
に
構
想
さ
れ
る
。
こ
の
道
理
の
歴
史
的
展
開
を
通
し
て
、
　
「
昔
ヨ
リ
ウ
ツ
リ
マ
カ
ル
道
理
」
（
巻
三
）
や
「
代
々
ノ
ウ
ツ
リ
ユ
ク
道
理
」
（
同
）
を
明
ら
か
に
す
る
。
「
世
ノ
道
理
ノ
ゥ
ッ
リ
ユ
ク
事
ヲ
タ
テ
ム
ニ
ハ
、
　
一
切
ノ
法
ハ
タ
ダ
道
理
ト
云
二
文
字
ガ
モ
ツ
ナ
リ
。
其
外
ニ
ハ
ナ
ニ
モ
ナ
キ
也
。
」
（
巻
七
）
、
「
露
バ
カ
リ
ソ
ラ
コ
ト
モ
ナ
ク
、
最
真
実
ノ
世
ノ
ナ
リ
ユ
ク
サ
マ
、
カ
キ
ツ
ケ
タ
ル
人
モ
ヨ
モ
侍
ラ
ジ
ト
テ
、
タ
ダ
一
ス
ヂ
ノ
道
理
ト
云
コ
ト
ノ
侍
ヲ
カ
キ
侍
リ
ヌ
ル
也
。
」
（
同
）
と
述
べ
、
道
理
に
も
と
づ
き
七
つ
の
段
階
に
歴
史
を
区
分
す
る
。
巻
三
の
初
め
に
、　
年
ニ
ソ
へ
日
ニ
ソ
ヘ
テ
ハ
、
物
ノ
道
理
ヲ
ノ
ミ
思
ツ
黛
ケ
テ
、
老
ノ
ネ
ザ
メ
ヲ
モ
ナ
グ
サ
メ
ッ
X
、
イ
ト
ゴ
、
年
モ
カ
タ
ブ
キ
マ
カ
　
ル
マ
玉
二
、
世
中
モ
ピ
サ
シ
ク
ミ
テ
侍
レ
バ
、
昔
ヨ
リ
ウ
ツ
リ
マ
カ
ル
道
理
モ
ア
ハ
レ
ニ
ォ
ボ
ェ
テ
。
と
、
冥
顕
和
合
の
古
代
よ
り
「
道
理
ト
イ
フ
モ
ノ
ハ
ナ
キ
」
末
代
悪
世
の
現
在
に
至
る
歴
史
推
移
に
お
い
て
、
　
「
オ
ト
ロ
ヘ
タ
ル
コ
ト
ハ
リ
」
が
考
察
さ
れ
る
。
慈
円
の
経
世
論
の
骨
格
は
、
　
タ
黛
国
王
ノ
威
勢
バ
ヵ
リ
ニ
テ
コ
ノ
日
本
国
ノ
ア
ル
マ
ジ
。
タ
蕊
ミ
ダ
レ
ニ
ミ
ダ
レ
ナ
ン
ズ
。
臣
下
ノ
バ
カ
ラ
ヒ
ニ
、
仏
法
ノ
カ
ヲ
　
ア
ハ
セ
テ
、
　
（
巻
三
）
　
王
法
、
仏
法
ハ
タ
ガ
イ
ニ
マ
モ
リ
テ
、
臣
下
ノ
家
魚
水
合
躰
ノ
志
タ
ガ
ウ
事
ナ
ク
テ
、
カ
ク
メ
デ
タ
キ
国
ニ
テ
侍
ル
、
　
（
同
）
と
あ
り
、
仏
法
王
法
の
相
即
、
皇
室
と
摂
鑛
臣
と
の
君
臣
魚
水
合
体
の
礼
の
原
則
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
王
法
護
持
の
立
場
か
ら
思
考
さ
れ
る
相
即
観
で
あ
り
、
歴
史
区
分
の
第
二
期
で
「
冥
ノ
道
理
ノ
，
ユ
ク
ユ
ク
ヲ
顕
ノ
人
ハ
ヱ
心
ヘ
ヌ
」
　
（
巻
七
）
結
果
、
冥
顕
和
合
の
状
態
か
ら
一
段
堕
ち
下
り
冥
顕
の
分
裂
が
現
わ
れ
た
世
へ
の
「
対
治
の
法
」
と
し
て
の
必
然
性
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
の
立
場
か
ら
、
仏
法
の
渡
来
は
「
タ
父
セ
ン
ハ
仏
法
ニ
テ
王
法
ヲ
パ
マ
モ
ラ
ン
ズ
ル
ゾ
。
仏
法
ワ
タ
リ
ヌ
ル
ウ
ヘ
ニ
ハ
・
王
法
ハ
ヱ
ア
ル
マ
ジ
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キ
ゾ
」
　
（
巻
三
）
と
王
法
護
持
の
役
割
を
果
す
べ
き
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
　
「
コ
ノ
国
ハ
仏
法
ニ
マ
モ
ラ
レ
テ
、
今
マ
デ
タ
モ
テ
リ
」
　
（
同
）
と
結
論
さ
れ
る
。
　
「
王
法
仏
法
如
牛
角
」
　
（
巻
五
）
と
い
う
相
即
観
は
、
馬
子
の
崇
峻
天
皇
殺
殺
と
聖
徳
太
子
の
関
係
を
論
じ
た
慈
円
の
解
釈
に
明
白
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
　
「
仏
法
ニ
テ
王
法
ヲ
バ
マ
モ
ラ
ン
ズ
ル
」
こ
と
、
　
「
道
理
ニ
ハ
一
定
軽
重
ノ
ア
ル
ヲ
・
オ
モ
キ
ニ
ツ
キ
テ
カ
ロ
キ
ヲ
ス
ツ
ル
ゾ
ト
云
コ
ト
ハ
リ
」
　
（
巻
三
）
と
い
う
二
つ
の
道
理
の
存
在
が
示
さ
れ
る
。
慈
円
の
仏
法
王
法
相
即
の
考
え
方
に
は
、
王
法
護
持
の
性
格
が
強
く
、
最
澄
で
志
向
さ
れ
た
王
法
に
対
す
る
姿
勢
は
す
で
に
変
質
し
、
現
実
の
仏
法
そ
の
も
の
へ
の
改
革
も
慧
も
み
・
・
と
は
で
き
な
馳
慈
円
の
王
法
優
位
の
仏
法
観
は
、
元
久
元
年
＋
二
月
後
鳥
羽
院
の
御
願
寺
と
し
て
白
川
坊
に
大
繊
院
を
建
立
、
建
永
元
年
に
は
吉
水
の
地
に
熾
盛
光
堂
を
造
立
し
、
熾
盛
光
法
、
七
仏
薬
師
法
．
普
賢
延
命
法
、
安
鎮
法
の
、
い
わ
ゆ
・
山
門
器
の
大
法
を
中
心
・
す
る
山
家
伝
統
の
国
家
鎮
護
ー
藤
摂
関
体
製
蓋
彗
る
王
法
護
持
の
諸
法
を
修
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
慈
円
の
姿
勢
は
、
承
久
の
乱
直
前
に
起
草
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
願
文
草
案
」
や
貞
応
元
年
＋
二
月
付
の
昊
撲
院
再
興
願
灘
「
大
撲
院
委
起
請
灘
な
ど
の
資
狸
も
あ
・
わ
れ
て
い
．
魏
．
　
道
理
に
も
と
つ
く
慈
円
の
経
世
論
は
、
む
し
ろ
君
臣
合
体
の
原
理
に
そ
の
基
本
が
存
在
す
る
。
藤
原
氏
が
補
佐
臣
と
し
て
出
現
し
た
歴
史
的
必
然
性
を
、
　
「
天
照
大
神
ア
マ
ノ
コ
ヤ
ネ
ノ
春
日
大
明
神
二
同
侍
昌
殿
内
一
能
為
昌
防
護
一
ト
御
一
諾
ヲ
リ
ニ
シ
カ
バ
、
臣
下
ニ
テ
王
ヲ
タ
ス
ケ
タ
テ
マ
ツ
ル
ベ
キ
期
イ
タ
リ
テ
」
　
（
巻
三
）
と
、
両
祖
神
の
約
諾
に
求
め
「
ス
ヘ
ノ
タ
ガ
ウ
ベ
キ
ヤ
ウ
ノ
露
バ
カ
リ
モ
ナ
キ
逼
」
（
巻
七
）
を
え
て
・
雛
の
入
鹿
討
唾
氷
手
・
百
川
の
光
仁
天
皇
擁
華
羨
の
光
孝
天
・
王
擁
麹
あ
げ
て
餐
の
三
功
・
賞
讃
す
る
が
、
そ
の
根
拠
も
大
神
宮
春
日
大
明
神
、
八
幡
大
菩
薩
の
神
慮
に
も
と
つ
く
も
の
と
さ
れ
る
。
藤
原
氏
の
摂
錘
臣
に
よ
る
補
佐
の
結
果
、
　
「
我
ト
世
ヲ
シ
ラ
ム
ト
ヲ
ボ
シ
メ
ス
ホ
ド
ノ
御
心
ハ
ヱ
ナ
シ
。
摂
鋒
ノ
臣
ノ
器
量
メ
デ
タ
ク
テ
、
ソ
ノ
御
マ
ツ
リ
事
ヲ
タ
ス
ケ
テ
、
世
ヲ
オ
サ
メ
ラ
ル
レ
パ
事
モ
ア
ケ
ズ
」
　
（
巻
七
）
と
い
う
理
由
に
よ
り
清
和
天
皇
以
降
の
短
命
を
列
挙
し
て
摂
関
家
擁
護
論
が
展
開
さ
れ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
「
今
ハ
又
武
士
ノ
イ
デ
キ
テ
、
将
軍
ト
テ
君
ト
摂
籔
ノ
家
ト
ヲ
オ
シ
コ
メ
テ
世
ヲ
ト
リ
タ
ル
コ
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ト
ノ
、
世
ノ
末
ノ
ハ
テ
」
・
（
巻
七
）
の
世
で
は
、
神
慮
に
よ
る
君
臣
合
体
の
理
想
は
到
底
実
現
さ
れ
え
な
い
。
そ
こ
で
武
士
の
支
配
を
歴
史
推
移
の
「
オ
チ
ク
ダ
ル
」
世
の
必
然
的
な
発
展
と
し
て
肯
定
し
た
上
で
、
　
ト
ヲ
ク
ハ
伊
勢
大
神
宮
ト
鹿
島
ノ
大
明
神
ト
、
チ
カ
ク
ハ
八
幡
大
菩
薩
ト
春
日
ノ
大
明
神
ト
、
昔
今
ヒ
シ
ト
議
定
シ
テ
世
ヲ
バ
タ
モ
　
タ
セ
給
フ
ナ
リ
。
　
（
巻
七
）
と
、
　
「
神
明
ノ
御
バ
カ
ラ
イ
」
で
具
現
し
た
摂
家
将
軍
頼
経
に
よ
っ
て
、
　
「
イ
カ
ニ
モ
イ
カ
ニ
モ
宗
廟
神
ノ
、
猶
君
臣
合
体
シ
テ
昔
ニ
カ
ヘ
リ
テ
、
世
ヲ
シ
バ
シ
オ
サ
メ
ン
」
　
（
巻
七
）
こ
と
を
期
待
す
る
。
そ
れ
故
、
　
今
文
武
兼
行
シ
テ
君
ノ
御
ウ
シ
ロ
ミ
ア
ル
ベ
シ
ト
、
コ
ノ
末
代
、
ト
ウ
ツ
リ
カ
ウ
ウ
ツ
リ
シ
モ
テ
マ
カ
リ
テ
、
カ
ク
サ
ダ
メ
ラ
レ
ヌ
　
事
ハ
ア
ラ
ハ
ナ
ル
コ
ト
ゾ
カ
シ
。
　
（
巻
七
）
と
、
摂
家
将
軍
の
実
現
は
武
士
の
世
に
お
け
る
君
臣
合
体
の
原
理
の
現
代
的
発
現
で
あ
り
、
仏
神
の
摂
理
と
も
い
う
べ
き
も
の
と
し
て
思
考
さ
れ
た
。
こ
の
神
意
に
も
と
つ
く
文
武
兼
行
の
摂
鎮
臣
を
、
　
「
君
ノ
ヱ
御
心
得
ヲ
ハ
シ
マ
サ
ス
コ
ソ
。
コ
レ
コ
ソ
ユ
」
シ
キ
大
事
（
同
）
で
あ
り
、
　
「
ヱ
テ
君
ノ
コ
レ
ヲ
ニ
ク
マ
ン
ノ
御
心
イ
デ
キ
ナ
バ
、
コ
レ
が
日
本
国
ノ
キ
ハ
マ
リ
ニ
ナ
リ
ヌ
」
　
（
同
）
こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
「
君
ハ
キ
、
ミ
ニ
テ
ヱ
ヲ
ハ
シ
マ
ス
マ
ジ
キ
」
　
（
同
）
こ
と
に
さ
え
な
る
。
こ
の
慈
円
の
現
代
的
課
題
の
も
と
に
君
臣
合
体
の
道
理
を
繰
返
し
強
調
し
、
院
を
は
じ
め
と
す
る
倒
幕
派
の
人
々
に
こ
の
道
理
を
自
覚
さ
せ
る
こ
と
が
「
愚
管
抄
」
の
目
的
で
も
あ
っ
た
。
　
慈
円
の
歴
史
省
察
は
、
か
く
し
て
摂
関
家
の
立
場
か
ら
の
極
め
て
主
観
的
な
歴
史
認
識
で
あ
る
が
、
そ
の
主
張
に
お
い
て
神
々
の
約
諸
か
道
理
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特
色
を
も
っ
て
い
る
。
皇
室
と
藤
原
氏
と
の
特
殊
な
関
係
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「
大
鏡
」
の
道
長
条
に
も
み
ら
れ
る
が
、
藤
原
氏
の
摂
鎮
臣
と
し
て
の
必
然
性
を
神
々
の
約
諾
に
も
と
つ
く
道
理
と
し
て
と
ら
え
る
考
え
方
は
、
慈
円
独
自
の
構
想
と
い
え
る
。
な
か
ん
ず
く
、
天
照
大
神
、
天
児
屋
根
命
の
両
祖
神
に
、
武
家
の
守
護
神
で
あ
る
八
幡
大
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菩
薩
を
加
え
三
神
約
諾
の
原
理
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
8
）
構
想
の
基
盤
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
（二）
現
実
の
武
家
社
会
を
肯
定
し
た
上
で
、
摂
家
将
軍
に
よ
る
文
武
兼
行
の
政
治
を
展
開
す
る
慈
円
の
　
と
こ
ろ
で
、
従
来
慈
円
の
歴
史
観
が
末
法
思
想
に
も
と
ず
い
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
の
見
解
が
定
説
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
果
た
し
　
　
　
　
　
　
　
（
8
9
）
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
末
法
思
想
を
基
盤
と
す
る
「
愚
管
抄
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
当
然
の
帰
結
と
し
て
消
極
的
な
下
降
史
観
、
あ
る
い
は
宿
命
史
観
と
評
価
さ
れ
る
が
、
そ
の
方
法
論
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
。
そ
れ
故
、
ま
ず
「
愚
管
抄
」
の
本
文
か
ら
正
法
・
像
法
、
末
法
に
関
す
る
箇
所
を
求
め
る
と
、
正
法
に
つ
い
て
は
　
神
武
ヨ
リ
成
務
マ
デ
十
三
代
ハ
、
ヒ
シ
ト
正
法
ノ
王
位
ナ
リ
。
　
（
巻
三
）
　
寛
平
マ
デ
ハ
上
古
正
法
ノ
ス
エ
ト
オ
ボ
ェ
。
延
喜
・
天
暦
ハ
ソ
ノ
ス
エ
、
中
古
ノ
ハ
ジ
メ
ニ
テ
、
メ
デ
タ
ク
テ
シ
カ
モ
又
ケ
チ
カ
ク
　
モ
ナ
リ
ケ
リ
。
　
（
巻
三
）
コ
ノ
世
ノ
人
ハ
白
河
院
ノ
御
代
ヲ
正
法
ニ
シ
タ
ル
也
。
　
（
巻
七
）
像
法
に
つ
い
て
は
全
く
そ
の
用
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
ず
、
末
法
に
つ
い
て
は
次
の
一
例
に
す
ぎ
な
い
。
　
末
代
悪
世
、
武
士
が
世
ニ
ナ
リ
ハ
テ
Σ
末
法
ニ
モ
イ
リ
ニ
タ
レ
バ
、
タ
父
チ
リ
パ
カ
リ
コ
ノ
道
理
ド
モ
ヲ
君
モ
ヲ
ボ
シ
メ
シ
イ
デ
、
　
（
巻
七
）
こ
れ
ら
の
用
例
を
み
る
と
、
仏
法
で
用
い
ら
れ
る
意
味
で
の
三
時
の
思
想
内
容
を
も
た
ず
、
上
古
正
法
と
か
末
代
悪
世
を
強
調
す
る
意
味
で
の
末
法
と
い
う
、
多
分
に
比
喩
的
に
使
わ
れ
る
場
合
が
多
い
。
む
し
ろ
、
　
「
愚
管
抄
」
で
、
末
法
の
用
語
に
く
ら
べ
数
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
「
世
ノ
ス
エ
」
　
「
世
ノ
ハ
テ
」
　
「
末
代
」
　
「
乱
世
」
　
「
悪
世
」
な
ど
の
語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
を
分
析
し
て
み
る
と
、
兼
実
の
末
世
、
末
代
の
歴
史
意
識
と
程
度
の
差
は
あ
る
に
せ
よ
、
同
質
の
次
元
で
そ
の
意
識
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
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さ
れ
る
。
慈
円
の
歴
史
認
識
は
、
仏
法
王
法
相
即
の
関
係
が
末
世
に
お
ち
下
る
に
つ
れ
て
破
綻
し
て
く
る
過
程
と
藤
原
氏
を
中
心
と
す
る
君
臣
合
体
の
理
想
が
次
第
に
失
わ
れ
て
末
代
へ
至
る
過
程
を
示
す
こ
と
に
よ
・
て
成
立
・
て
い
る
・
慈
円
の
国
家
観
灘
兼
実
と
同
じ
く
、
　
君
ハ
臣
ヲ
タ
テ
、
臣
ハ
君
ヲ
タ
ツ
ル
コ
ト
ハ
ソ
ノ
ヒ
シ
ト
ア
ル
ゾ
カ
シ
。
コ
ノ
コ
ト
ハ
リ
ヲ
コ
ノ
日
本
国
ヲ
昔
ヨ
リ
サ
ダ
メ
タ
ル
ヤ
　
ゥ
（
巻
七
）
の
ご
と
く
、
天
皇
と
摂
鎮
臣
を
中
心
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
以
上
、
わ
が
国
の
歴
史
は
末
代
に
下
る
に
つ
れ
て
、
王
法
の
苦
難
と
神
仏
擁
護
の
歴
史
で
あ
り
、
そ
こ
に
王
法
護
持
の
た
め
の
仏
法
と
摂
籔
臣
に
よ
っ
て
「
世
ヲ
バ
タ
モ
ッ
」
て
今
日
に
至
っ
た
歴
史
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
慈
円
の
歴
史
考
察
は
著
し
く
王
法
本
位
で
あ
り
、
摂
籔
臣
の
政
治
的
勢
力
の
衰
退
過
程
が
歴
史
展
開
の
中
心
を
な
し
て
い
る
。
慈
円
の
歴
史
認
識
が
摂
家
将
軍
の
擁
立
、
文
武
兼
行
に
よ
る
摂
関
体
制
の
維
持
、
存
続
と
い
う
現
代
的
課
題
を
原
点
と
す
る
以
上
、
そ
こ
に
道
理
と
い
う
歴
史
法
則
が
思
索
さ
れ
る
に
せ
よ
、
極
め
て
政
治
論
の
色
彩
を
お
び
る
結
果
と
な
る
。
さ
ら
に
、
末
法
思
想
に
お
い
て
特
に
重
要
な
末
法
初
年
に
あ
た
る
後
冷
泉
天
皇
ぐ
氷
承
七
年
）
に
関
し
て
も
、
慈
円
が
「
愚
管
抄
」
執
筆
の
際
用
い
た
と
思
わ
れ
る
皇
円
（
習
藤
原
道
兼
の
孫
、
重
兼
の
子
比
叡
山
功
徳
院
）
の
「
扶
桑
略
詠
肥
に
は
・
「
今
年
は
じ
め
て
末
法
に
入
る
」
と
特
記
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
　
「
愚
管
抄
」
で
は
「
巻
二
、
皇
帝
年
代
記
」
の
後
冷
泉
天
皇
条
に
「
永
承
七
年
。
元
年
丙
戌
。
四
月
＋
四
日
改
元
」
と
あ
る
の
み
で
、
ま
㎜
の
巻
四
に
お
い
て
も
全
く
入
末
法
に
つ
い
て
醤
一
長
し
て
い
な
壌
．
　
以
上
の
考
察
か
ら
、
慈
円
の
歴
史
認
識
が
末
法
思
想
を
背
景
と
し
て
形
成
さ
れ
る
余
地
の
な
い
こ
と
が
ほ
父
明
ら
か
に
な
る
が
、
さ
ら
に
「
愚
管
抄
」
に
お
け
る
時
間
論
を
次
に
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
、
過
去
、
現
在
、
未
来
の
三
世
と
い
う
広
い
意
味
で
と
な
え
ら
れ
る
場
合
、
　
大
方
は
上
下
ノ
人
ノ
運
命
モ
三
世
／
時
運
モ
、
法
爾
自
然
ニ
ウ
ツ
リ
ユ
ク
事
ナ
レ
バ
、
イ
ミ
ジ
ク
カ
ヤ
ウ
ニ
思
ビ
ア
ハ
ス
ル
モ
、
・
イ
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ハ
レ
ズ
ト
ヲ
モ
フ
人
モ
ア
ル
ベ
ケ
レ
ド
、
三
世
二
因
果
ノ
道
理
ト
云
物
ヲ
ヒ
シ
ト
ヲ
キ
ツ
レ
バ
、
ソ
ノ
道
理
ト
法
爾
ノ
時
運
ト
ノ
モ
　
ト
ヨ
リ
ヒ
シ
ト
ツ
ク
リ
合
セ
ラ
レ
テ
、
ナ
ガ
レ
ク
ダ
リ
モ
ヱ
ノ
ボ
ル
事
ニ
テ
侍
ナ
リ
。
　
（
巻
五
）
ま
た
、
仏
教
で
時
間
を
あ
ら
わ
す
劫
（
閤
巴
℃
簿
）
に
つ
い
て
は
、
　
カ
ヤ
ウ
ノ
方
便
教
門
ノ
化
導
ナ
ラ
デ
、
ヒ
ト
エ
ニ
劫
初
劫
末
ノ
マ
ニ
ニ
テ
ハ
。
　
（
巻
三
）
　
正
道
ノ
御
案
ダ
ニ
モ
ア
ラ
バ
、
劫
初
劫
末
ノ
時
運
ハ
不
レ
及
レ
カ
、
中
間
ノ
不
運
不
慮
ノ
災
難
ハ
侍
ラ
ジ
モ
ノ
ヲ
。
　
（
同
）
　
コ
ノ
道
理
ノ
道
ヲ
、
劫
初
ヨ
リ
劫
末
ヘ
ア
ユ
ミ
ク
ダ
リ
、
劫
末
ヨ
リ
劫
初
ヘ
ア
ユ
ミ
ノ
ボ
ル
ナ
リ
。
　
（
巻
七
）
　
劫
初
劫
末
ノ
道
理
二
、
仏
法
王
法
、
上
古
中
古
、
王
臣
万
民
ノ
器
量
ヲ
カ
ク
ヒ
シ
ト
ツ
ク
リ
ア
ラ
ワ
ス
ル
也
。
　
（
同
）
　
誠
ニ
ハ
劫
末
マ
デ
モ
冥
衆
ノ
ヲ
ハ
シ
マ
サ
ヌ
世
バ
カ
タ
時
モ
ア
ル
マ
ジ
キ
。
　
（
同
）
の
ご
と
く
、
本
論
の
各
所
に
お
い
て
そ
の
用
例
が
み
ら
れ
る
。
慈
円
が
歴
史
的
時
間
を
劫
と
し
て
と
ら
え
、
　
「
劫
初
ヨ
リ
劫
末
ヘ
ア
ユ
ミ
ク
ダ
リ
、
劫
末
ヨ
リ
劫
初
ヘ
ア
ユ
ミ
ノ
ボ
ル
」
　
（
巻
七
）
と
い
う
永
劫
の
時
運
循
環
の
法
則
で
も
っ
て
、
歴
史
は
直
線
的
に
「
ナ
チ
下
ル
」
の
で
は
な
く
、
波
の
起
伏
の
ご
と
く
「
次
第
ニ
オ
ト
ロ
エ
テ
ハ
又
オ
コ
リ
オ
コ
リ
シ
テ
、
オ
コ
ル
タ
ビ
ハ
、
オ
ト
ロ
ヘ
タ
リ
ツ
ル
ヲ
、
ス
コ
シ
モ
チ
オ
コ
シ
オ
コ
シ
シ
テ
」
　
（
巻
三
）
絶
え
ず
盛
衰
を
繰
返
し
つ
つ
循
環
す
る
。
こ
の
歴
史
的
時
間
性
の
認
識
か
ら
、
百
王
説
に
対
し
て
も
百
帖
の
紙
の
比
喩
で
否
定
す
る
が
、
そ
の
説
明
に
続
い
て
次
の
よ
う
に
結
論
し
て
い
る
。
　
詮
ズ
ル
所
ハ
、
唐
土
モ
天
竺
モ
、
三
国
ノ
風
儀
、
南
州
ノ
盛
衰
ノ
コ
ト
ハ
リ
ハ
、
オ
ト
ロ
ヘ
テ
オ
コ
リ
、
オ
コ
リ
テ
ハ
オ
ト
ロ
へ
、
　
カ
ク
次
第
ニ
シ
テ
、
ハ
テ
ニ
ハ
人
寿
十
歳
二
減
ジ
ハ
テ
テ
、
劫
末
ニ
ナ
リ
テ
又
次
第
ニ
オ
コ
リ
イ
デ
イ
デ
シ
テ
、
人
寿
八
万
歳
マ
デ
　
オ
コ
リ
ア
ガ
リ
侍
也
。
ソ
ノ
中
ノ
百
王
ノ
ア
ヒ
ダ
ノ
盛
衰
モ
、
ソ
ノ
心
ザ
シ
道
理
ノ
ユ
ク
ト
コ
ロ
バ
、
コ
ノ
定
ニ
テ
侍
也
。
是
ヲ
昼
　
夜
毎
月
二
顕
サ
ン
ト
テ
、
月
ノ
ヒ
カ
リ
ハ
カ
ケ
テ
ハ
ミ
チ
、
ミ
チ
テ
バ
カ
ク
ル
コ
ト
ニ
テ
侍
也
。
　
（
巻
三
）
慈
円
は
、
世
が
「
オ
チ
下
ル
」
と
す
る
が
、
そ
こ
に
「
モ
テ
オ
コ
シ
モ
テ
オ
コ
シ
」
　
「
ヲ
キ
ア
ガ
ラ
シ
メ
」
て
「
世
ヲ
バ
タ
モ
タ
セ
」
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て
い
く
時
運
復
興
の
力
を
、
歴
史
推
移
に
お
い
て
道
理
と
し
て
こ
れ
を
と
ら
え
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
劫
の
観
念
は
明
ら
か
に
時
運
を
一
方
的
に
頽
落
と
み
る
末
法
史
観
で
は
な
く
、
時
運
の
循
環
を
説
く
成
住
壊
空
の
四
劫
観
で
あ
る
。
こ
の
四
劫
観
に
も
と
つ
く
歴
史
推
移
説
は
、
す
で
に
「
大
鏡
」
に
お
い
て
そ
の
原
型
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
・
「
大
鏡
」
の
巻
六
「
太
政
大
臣
道
長
・
下
」
に
お
け
る
四
劫
観
唖
道
長
の
評
価
の
基
肇
な
す
も
の
で
あ
る
が
、
「
入
婆
せ
給
ひ
に
き
、
そ
の
と
し
よ
り
こ
と
し
ま
で
、
一
千
九
百
七
十
三
年
に
ぞ
な
り
侍
り
ぬ
る
」
と
い
う
記
事
は
、
万
寿
二
年
（
「
大
鏡
」
成
立
の
年
）
が
仏
滅
後
一
九
七
三
年
に
当
り
、
永
承
七
年
が
末
法
初
年
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
　
「
大
鏡
」
の
著
者
は
像
末
の
機
に
相
応
す
る
道
長
の
存
在
を
描
く
こ
と
を
意
図
し
た
と
す
れ
ば
、
入
末
法
の
時
点
は
当
然
意
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
　
「
大
鏡
」
の
四
劫
観
は
、
そ
の
こ
の
「
水
鏡
」
で
よ
り
明
確
に
示
さ
れ
て
く
る
。
そ
の
序
で
は
、
　
ち
か
ご
ろ
の
事
な
ど
を
人
の
か
た
り
つ
た
へ
申
を
き
く
。
こ
の
世
は
い
か
に
か
く
は
な
り
ま
か
る
や
ら
ん
と
。
こ
と
に
ふ
れ
て
あ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
4
）
　
れ
に
の
み
お
ぼ
え
。
か
か
る
み
ち
に
い
り
た
れ
ぽ
、
い
と
か
た
に
な
べ
て
の
よ
を
そ
し
る
心
あ
る
つ
み
も
。
さ
だ
め
て
侍
ら
ん
。
と
考
え
、
　
す
ゑ
に
な
り
、
仏
法
も
う
せ
。
よ
の
あ
り
さ
ま
も
わ
ろ
く
な
り
ま
か
る
に
こ
そ
。
あ
る
べ
き
こ
と
は
り
な
れ
ぽ
。
よ
し
あ
し
を
さ
だ
　
　
　
　
（
9
5
）
　
む
べ
か
ら
ず
。
と
、
そ
の
原
因
を
四
劫
観
に
立
脚
し
て
歴
史
省
察
が
は
じ
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
　
「
大
鏡
」
に
比
し
て
よ
り
具
体
的
に
四
劫
観
が
歴
史
の
動
因
と
し
て
思
考
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
　
「
水
鏡
」
で
は
、
神
武
よ
り
仁
明
に
至
る
歴
史
が
総
体
的
に
と
ら
え
ら
れ
、
そ
の
推
移
に
お
い
て
「
か
く
て
を
は
り
て
は
又
は
じ
ま
り
は
じ
ま
り
し
て
。
い
つ
を
か
ぎ
り
と
い
ふ
事
な
し
」
と
い
う
時
運
循
環
の
劫
初
劫
末
の
道
理
が
歴
史
法
則
の
原
理
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。
こ
の
「
水
鏡
」
の
歴
史
認
識
は
、
　
「
愚
管
抄
」
の
四
劫
観
の
い
わ
ぽ
祖
型
を
な
す
も
の
と
し
て
注
意
さ
れ
て
よ
か
ろ
う
。
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働
　
「
愚
管
抄
」
に
先
行
す
る
「
大
鏡
」
　
「
水
鏡
」
に
お
い
て
、
す
で
に
四
劫
観
に
も
と
ず
く
歴
史
認
識
の
祖
型
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
成
住
壊
空
の
四
劫
の
時
間
構
造
そ
の
も
の
は
「
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
」
（
＜
霧
信
く
曽
昌
α
げ
信
世
親
の
作
）
に
求
め
ら
れ
る
。
「
倶
舎
論
」
巻
十
一
、
「
分
別
世
品
、
第
三
之
四
」
で
は
、
宇
宙
形
態
論
が
説
か
れ
、
ま
ず
生
物
（
有
情
）
止
住
の
外
界
で
あ
る
器
世
間
（
ゆ
ず
甲
昌
曽
－
一
〇
す
）
の
内
容
を
述
べ
、
巻
十
二
、
　
「
分
別
世
品
、
第
三
之
五
」
に
お
い
て
は
器
世
間
の
成
立
、
即
ち
須
弥
山
（
o
Q
⊆
ヨ
費
⊆
）
世
界
の
成
立
と
破
壊
と
が
次
の
ご
と
く
説
か
れ
る
。
　
応
に
知
る
べ
し
四
劫
有
り
。
謂
く
壊
と
成
と
中
と
大
と
な
り
。
壊
は
獄
に
生
ぜ
ざ
る
よ
り
、
外
器
の
都
て
壼
く
る
に
至
る
。
成
劫
は
　
風
の
起
る
よ
り
、
地
獄
に
初
め
て
生
ず
る
に
至
る
。
中
劫
は
無
量
よ
り
減
じ
て
、
寿
の
唯
十
な
る
に
至
る
。
次
に
増
減
に
十
八
あ
　
り
。
後
は
増
し
て
八
方
に
至
る
。
是
の
如
く
成
じ
己
り
て
住
す
る
を
、
中
の
二
十
劫
と
名
く
。
成
と
壊
と
壊
し
巳
り
て
空
な
る
と
　
は
、
時
皆
住
劫
に
等
し
。
八
十
の
中
は
大
劫
な
り
。
大
劫
の
三
無
数
な
る
あ
り
。
…
…
住
劫
の
初
に
至
り
、
寿
万
に
漸
く
減
じ
、
無
　
量
よ
り
減
じ
て
、
極
、
十
年
た
る
に
至
る
を
、
即
ち
名
け
て
初
の
一
の
住
中
劫
と
為
す
。
此
後
の
十
八
は
、
皆
増
減
有
。
謂
く
、
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
6
）
　
年
よ
り
増
し
て
八
万
に
至
り
、
復
八
万
よ
り
減
じ
て
十
年
に
至
る
。
爾
る
を
乃
ち
名
け
て
第
二
の
中
劫
と
為
す
。
「
倶
舎
論
」
で
説
か
れ
る
四
劫
勧
は
、
器
世
間
、
衆
生
問
の
成
立
と
破
滅
の
時
間
観
念
と
須
弥
山
と
い
う
空
間
観
念
と
が
結
合
さ
れ
た
イ
ン
ド
的
時
間
構
造
で
あ
る
の
で
、
釈
迦
入
滅
を
基
点
に
仏
法
の
衰
退
と
法
滅
尽
の
出
現
を
説
く
正
像
末
の
三
時
の
思
想
と
は
、
全
く
別
の
思
想
体
系
で
あ
り
、
両
者
の
時
間
構
造
そ
の
も
の
が
異
質
の
も
の
で
あ
る
。
慈
円
は
こ
の
四
劫
観
と
い
う
宇
宙
の
大
き
な
時
間
構
造
の
上
に
、
器
世
間
、
衆
生
世
間
が
安
穏
に
存
在
す
る
住
劫
に
わ
が
国
の
歴
史
を
組
み
入
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
大
森
志
郎
氏
に
よ
る
「
愚
管
抄
」
の
歴
史
認
識
に
お
け
る
時
間
構
造
の
分
析
は
、
極
め
て
重
要
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
も
の
と
思
わ
れ
細
酬
一24一
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さ
ら
に
考
え
れ
ぽ
、
　
「
妙
法
蓮
華
経
」
第
二
「
讐
諭
品
、
第
三
」
の
、
　
舎
利
弗
、
是
華
光
仏
の
滅
度
の
後
、
正
法
世
に
住
す
る
こ
と
三
十
二
小
劫
、
像
法
世
に
住
す
る
こ
と
亦
三
十
二
小
劫
な
ら
ん
。
　
（
世
　
尊
の
偶
）
華
光
仏
は
世
に
住
す
る
こ
と
、
寿
十
二
小
劫
、
其
国
ノ
人
民
衆
は
、
寿
命
八
小
劫
な
ら
ん
、
仏
の
滅
度
の
後
、
正
法
世
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
8
）
　
住
す
る
こ
と
、
三
十
二
小
劫
、
広
く
諸
の
衆
生
を
度
せ
ん
、
正
法
滅
壼
し
巳
り
て
、
像
法
三
十
二
な
ら
ん
。
の
箇
所
で
あ
る
。
末
法
を
説
か
な
い
「
法
華
経
」
に
よ
っ
て
教
学
を
た
て
た
最
澄
の
像
末
の
意
識
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
慈
円
は
仏
法
王
法
相
即
を
根
本
理
念
と
す
る
天
台
聖
道
門
の
教
学
の
伝
統
を
継
承
し
、
そ
の
立
場
を
堅
持
す
る
限
り
、
末
法
思
想
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
余
地
は
な
い
。
最
澄
の
志
向
し
た
仏
法
王
法
相
即
の
理
念
は
変
質
し
て
い
る
に
せ
よ
、
山
家
伝
統
の
大
法
、
秘
法
を
修
し
た
慈
円
に
と
っ
て
、
未
法
の
時
機
相
応
の
救
済
で
あ
る
法
然
の
専
修
念
仏
は
、
　
「
順
魔
ノ
教
」
　
（
巻
六
）
で
し
か
な
か
っ
た
。
慈
円
の
末
代
の
歴
史
意
識
が
、
藤
原
氏
を
中
心
と
す
る
国
家
、
即
ち
王
法
そ
の
も
の
の
権
威
が
深
刻
な
危
機
を
媒
介
に
し
て
形
成
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
世
を
「
モ
テ
オ
コ
ス
」
道
理
が
構
想
さ
れ
る
た
め
、
巻
七
の
巻
末
の
問
答
に
み
ら
れ
る
未
来
の
歴
史
は
決
し
て
暗
黒
の
法
滅
尽
の
到
来
を
意
味
す
る
も
の
で
な
く
、
極
め
て
楽
観
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
（四）
　
保
元
、
平
治
の
乱
は
、
退
廃
し
た
貴
族
時
代
の
ま
さ
に
弔
鐘
で
あ
っ
た
。
新
興
の
武
家
勢
力
に
よ
っ
て
自
己
の
政
権
の
座
が
崩
壊
せ
し
め
ら
れ
る
と
き
、
貴
族
に
と
っ
て
現
実
の
世
は
末
世
、
末
代
、
さ
ら
に
は
天
下
の
滅
亡
と
意
識
さ
れ
る
が
、
そ
の
絶
望
的
な
現
実
を
見
極
め
よ
う
と
は
せ
ず
、
閉
ざ
さ
れ
た
貴
族
的
世
界
に
執
着
す
る
姿
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
、
都
を
中
心
と
す
る
戦
乱
と
天
災
地
変
の
災
厄
の
頻
発
に
よ
っ
て
、
社
会
秩
序
は
乱
れ
、
世
相
の
不
安
は
下
層
庶
民
に
対
し
て
も
、
法
滅
尽
の
末
法
到
来
を
如
実
に
体
験
せ
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
「
濁
れ
る
世
の
末
」
に
生
れ
逢
わ
せ
た
鴨
長
明
の
一25一
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我
ら
世
の
す
ゑ
に
及
び
て
命
み
じ
か
く
果
報
つ
た
な
き
時
、
わ
つ
か
に
人
界
に
生
れ
た
り
と
い
へ
ど
も
、
二
仏
の
中
間
や
み
ふ
か
く
　
く
、
闘
諄
堅
固
の
お
そ
れ
は
な
は
だ
し
。
　
い
ま
行
く
駒
は
や
く
う
つ
り
、
羊
の
歩
屠
所
に
ち
か
づ
け
ば
、
を
は
り
今
日
と
も
知
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
9
）
　
ず
、
明
日
と
も
し
ら
ず
。
と
い
う
悲
嘆
は
、
厭
離
稼
土
を
前
提
と
す
る
法
然
の
専
修
念
仏
の
教
説
が
受
容
さ
れ
る
思
想
的
基
盤
を
何
よ
り
も
示
し
て
い
る
。
庶
民
を
含
め
た
人
々
の
末
世
、
澆
末
の
意
識
は
、
そ
の
形
成
の
要
因
は
異
な
る
に
し
て
も
、
仏
法
の
世
界
で
説
か
れ
た
末
法
思
想
と
結
合
す
る
と
き
、
末
法
は
歴
史
的
現
実
と
な
り
、
社
会
的
影
響
力
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
、
末
法
体
験
を
契
機
と
し
て
、
こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
内
在
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
仏
法
は
新
た
な
る
展
開
を
と
げ
、
い
わ
ゆ
る
鎌
倉
仏
教
の
成
立
と
な
る
。
法
然
を
は
じ
め
親
鶯
、
道
元
、
日
蓮
に
至
る
仏
教
思
想
に
お
い
て
、
彼
ら
の
末
法
に
対
す
る
時
代
意
識
と
仏
法
王
法
相
即
の
理
の
変
容
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
論
じ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
か
か
る
末
法
思
想
の
深
化
し
た
時
期
に
、
天
台
教
学
の
立
場
か
ら
わ
が
国
の
歴
史
を
思
索
し
た
慈
円
の
「
愚
管
抄
」
は
、
そ
れ
が
特
殊
な
政
治
的
限
界
を
も
っ
た
に
せ
よ
、
歴
史
認
識
の
理
念
的
構
想
に
お
い
て
画
期
的
な
歴
史
観
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
　
　
　
注
　
　
（
1
）
　
「
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
巻
八
三
、
続
諸
宗
部
一
四
、
六
六
四
頁
　
　
（
2
）
　
数
江
教
一
「
日
本
の
末
法
思
想
」
第
三
章
。
　
　
（
3
）
　
井
上
光
貞
「
日
本
古
代
の
国
家
と
仏
教
」
第
一
章
、
及
び
、
堀
一
郎
「
日
本
上
代
社
会
と
仏
教
」
。
　
　
（
4
）
　
「
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
」
（
岩
波
古
典
）
巻
下
、
三
〇
三
頁
。
　
　
（
5
）
　
家
永
三
郎
「
上
代
仏
教
思
想
史
研
究
」
第
二
部
。
　
　
（
6
）
（
7
）
　
前
掲
④
の
中
巻
第
十
、
第
七
、
上
巻
第
十
。
　
　
（
9
）
（
1
0
）
　
「
国
訳
大
蔵
経
」
宗
典
部
第
一
巻
、
「
伝
教
大
師
発
願
文
」
。
　
　
（
1
1
）
（
1
2
）
　
「
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
巻
七
四
、
続
諸
宗
部
五
、
「
顕
戒
論
」
巻
下
、
六
一
四
頁
及
び
五
九
九
頁
。
　
　
（
1
3
）
　
前
掲
書
⑨
の
「
法
華
秀
句
」
仏
説
諸
経
校
量
勝
五
、
一
〇
七
頁
。
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（
1
4
）
　
前
掲
書
⑨
の
「
授
菩
薩
戒
儀
」
第
四
臓
悔
、
二
八
五
頁
。
（
1
5
）
前
掲
書
0
0
の
「
守
護
国
界
章
」
巻
上
之
下
、
「
助
二
照
如
来
使
所
レ
伝
止
観
三
徳
相
摂
一
章
第
十
二
」
一
七
七
頁
。
（
1
6
）
　
前
掲
書
⑨
参
照
。
（
1
7
）
（
1
8
）
　
「
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
巻
七
四
、
総
諸
宗
部
五
、
「
山
家
学
生
式
」
、
六
二
四
～
五
頁
。
（
1
9
）
　
渡
辺
然
宏
「
最
澄
空
海
集
」
「
秘
蔵
宝
鍮
」
巻
中
、
「
第
四
唯
落
無
我
心
」
、
二
二
九
頁
。
（
2
0
）
　
「
理
趣
経
開
題
」
、
弘
法
大
師
全
集
第
一
巻
所
収
（
2
1
）
　
田
村
円
澄
「
末
法
思
想
の
形
成
」
（
「
日
本
仏
教
思
想
研
究
」
所
収
）
第
四
、
及
び
「
平
安
仏
教
」
（
岩
波
講
座
日
本
歴
史
、
古
代
4
　
所
　
収
）
参
照
（
2
2
）
　
以
上
の
考
察
は
、
前
掲
書
⑳
の
論
文
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
（
2
3
）
　
辻
善
之
助
「
日
本
仏
教
史
」
上
世
篇
、
第
五
章
八
節
。
（
2
4
）
（
2
5
）
　
「
栄
華
物
語
」
（
岩
波
古
典
文
学
大
系
）
（
上
）
、
巻
十
五
「
う
た
が
ひ
」
、
四
五
四
頁
。
及
び
四
四
一
頁
。
㈱
鋤
　
前
掲
書
㈱
、
巻
三
十
「
つ
る
の
は
や
し
」
、
三
一
九
頁
。
及
び
三
二
六
～
七
頁
。
（
2
8
）
～
（
3
1
）
　
「
栄
華
物
語
」
、
巻
十
八
「
た
ま
の
う
て
な
」
、
八
三
頁
以
下
。
（
3
2
）
　
同
書
、
巻
十
五
「
う
た
が
ひ
」
、
四
五
六
頁
（
3
3
）
　
田
村
円
澄
「
『
源
氏
物
語
』
と
浄
土
思
想
」
（
「
日
本
仏
教
思
想
史
研
究
」
所
収
）
、
村
田
昇
「
日
本
古
典
の
仏
教
的
精
神
」
第
一
章
を
参
　
照
。
（
3
4
）
　
「
往
生
要
集
」
（
岩
波
思
想
体
系
）
、
序
、
十
頁
。
（
3
5
）
　
同
書
、
巻
上
「
大
文
第
一
、
厭
離
種
土
」
第
七
、
四
四
頁
。
（
3
6
）
（
3
7
）
　
同
書
、
巻
中
「
第
四
　
観
察
門
」
＝
頁
八
以
下
、
及
び
二
二
四
頁
。
（
3
8
）
（
3
9
）
　
同
書
、
巻
下
「
大
文
第
十
　
問
答
料
簡
」
二
七
九
頁
、
及
び
二
八
五
頁
。
（
4
0
）
　
前
掲
書
の
㈲
第
五
章
八
節
参
照
。
（
4
1
）
　
以
上
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
井
上
光
貞
「
日
本
古
代
国
家
と
仏
教
」
中
篇
第
一
章
を
参
照
。
（
4
2
）
　
僧
兵
に
つ
い
て
は
、
勝
野
隆
信
「
僧
兵
」
七
九
頁
以
下
、
及
び
辻
善
之
助
「
日
本
仏
教
史
」
第
一
巻
第
六
章
三
、
四
節
を
参
照
。
（
4
3
）
　
以
上
の
方
法
論
に
つ
い
て
は
、
湯
浅
泰
雄
「
古
代
国
の
倫
理
思
想
」
W
「
王
朝
時
代
の
思
想
」
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
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（
4
4
）
忠
通
（
4
5
）
　
以
下
は
田
村
円
澄
「
九
条
兼
実
の
世
界
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
藤
正
英
「
日
本
に
お
け
る
歴
史
意
識
の
発
展
）
「
（
日
　
本
歴
史
」
別
巻
一
（
4
6
）
　
「
玉
葉
」
（
国
書
刊
行
会
本
）
、
嘉
応
二
年
七
月
十
六
日
条
（
1
の
一
〇
四
頁
）
。
（
4
7
）
　
同
書
、
嘉
応
二
年
十
月
廿
一
日
条
（
1
の
一
一
〇
頁
）
。
（
4
8
）
　
同
書
、
治
承
三
年
十
一
月
十
五
日
条
（
皿
の
三
〇
八
頁
）
。
（
4
9
）
　
同
書
、
安
元
三
年
四
月
十
八
日
条
（
n
の
三
六
～
七
頁
）
。
（
5
0
）
（
5
1
）
　
同
書
、
同
年
五
月
一
日
条
（
H
の
三
八
頁
）
。
（
5
2
）
　
同
書
、
治
承
四
年
六
月
二
日
条
（
H
の
四
二
二
頁
）
。
（
5
3
）
　
同
書
、
同
年
十
月
廿
九
日
条
（
H
の
四
四
〇
頁
）
。
（
5
4
）
（
5
5
）
　
同
書
、
治
承
五
年
閏
二
月
九
日
条
（
H
の
四
八
七
頁
）
、
乃
び
付
永
二
年
八
月
六
日
条
（
H
の
六
一
六
頁
）
。
（
5
6
）
（
5
7
）
　
同
書
、
寿
永
二
年
八
月
六
日
条
（
H
の
六
二
二
頁
）
、
及
び
同
年
十
一
月
十
九
日
条
（
且
の
六
五
七
頁
）
。
（
5
8
）
（
5
9
×
6
0
）
　
同
書
、
寿
永
三
年
一
月
廿
八
日
条
（
皿
の
八
頁
）
、
文
治
元
年
十
月
十
七
日
条
（
皿
の
一
〇
六
頁
）
、
及
び
建
久
九
年
正
月
七
日
　
条
（
皿
の
九
三
二
頁
）
。
（
6
1
）
（
6
2
）
　
同
書
、
寿
永
二
年
十
一
月
十
九
日
条
（
1
の
六
五
七
頁
）
、
及
び
同
三
年
正
月
廿
一
日
条
（
皿
の
五
頁
）
。
（
6
3
）
（
6
4
）
（
6
5
）
　
同
書
、
安
元
三
年
三
月
五
日
条
（
1
の
五
頁
）
、
元
暦
二
年
四
月
廿
二
日
条
（
皿
の
七
七
頁
）
、
及
び
建
久
二
年
三
月
廿
八
日
条
　
（
皿
の
六
七
一
頁
）
。
（
6
6
）
　
前
掲
㈲
と
同
じ
。
（
6
7
）
（
6
8
）
　
同
書
、
文
治
二
年
三
月
十
日
条
（
皿
の
一
六
五
頁
）
、
及
び
同
三
年
三
月
四
日
条
（
皿
の
三
四
〇
頁
）
。
　
　
　
　
（
近
衛
）
　
基
実
－
基
通
－
基
房
t
良
通
（
九
条
）
口
叢
H
羅
「
諜
｝
頼
経
－
慈
円
－
任
子
　
（
順
徳
后
、
東
一
条
院
）
　
　
　
　
（
後
鳥
羽
后
宣
秋
門
院
）
　
　
、
所
収
）
の
論
文
を
参
照
。
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（
6
9
）
（
7
0
）
　
同
書
、
嘉
応
二
年
五
月
十
三
日
条
（
1
の
二
九
九
頁
）
、
及
び
安
元
三
年
四
月
十
四
日
条
（
1
の
三
一
頁
）
。
（
7
1
）
　
同
書
、
治
承
四
年
十
二
月
廿
九
日
条
（
n
の
四
五
五
頁
）
。
（
7
2
）
（
7
3
）
（
7
4
）
　
同
書
、
治
承
四
年
六
月
十
日
条
（
1
の
四
一
五
頁
）
、
寿
永
二
年
九
月
六
日
条
（
且
の
六
二
八
頁
）
、
及
び
文
治
五
年
十
二
月
二
　
日
条
（
皿
の
五
七
七
頁
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
史
学
雑
誌
6
2
1
　
1
0
）
、
赤
松
俊
秀
「
慈
円
と
未
来
記
）
（
7
9
）
（
8
0
）
（
8
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
集
）
を
　
参
照
。
（
8
2
）
　
「
大
日
本
史
料
」
第
五
編
第
一
冊
所
収
、
多
賀
宗
集
編
「
慈
円
全
集
」
（
八
六
二
頁
所
収
）
。
（
8
3
）
　
前
掲
「
慈
円
全
集
」
八
二
六
頁
所
収
（
8
4
）
　
慈
円
の
願
文
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
慈
円
と
未
来
記
」
の
論
文
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
（
8
5
）
（
8
6
）
（
8
7
）
　
「
愚
管
抄
」
（
岩
波
古
典
文
学
大
系
）
一
四
一
頁
、
及
び
一
五
二
～
三
頁
。
（
8
8
）
　
以
上
の
考
察
は
、
西
尾
陽
太
郎
「
平
安
時
代
後
期
の
歴
史
思
想
」
（
「
日
本
に
お
け
る
歴
史
思
想
の
展
開
」
所
収
）
、
第
二
章
に
よ
る
と
こ
　
ろ
が
多
い
。
（
8
9
）
　
村
典
典
嗣
「
末
法
思
想
の
展
開
と
愚
管
抄
の
史
観
」
（
「
日
本
思
想
上
の
諸
問
題
」
所
収
）
で
は
、
「
而
し
て
謂
は
ゆ
る
愚
管
抄
の
史
観
と
　
は
ま
つ
在
来
研
究
し
来
っ
た
末
法
的
思
観
の
成
果
と
し
て
或
意
味
で
そ
の
完
成
を
示
す
。
」
（
一
七
＝
貝
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
（
9
0
）
　
慈
円
の
国
家
観
に
つ
い
て
は
、
黒
田
俊
雄
「
中
世
国
家
と
神
国
思
想
」
（
日
本
宗
教
史
講
座
、
第
一
巻
所
収
）
参
照
。
（
9
1
）
　
平
田
俊
春
「
扶
桑
略
記
を
中
心
と
し
て
」
（
「
日
本
古
典
の
成
立
の
研
究
」
所
収
）
参
照
。
（
9
2
）
　
以
下
の
考
察
は
、
大
森
志
郎
「
愚
管
抄
の
史
観
」
（
仏
教
文
学
研
究
十
一
、
所
収
）
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
（
9
3
）
　
「
大
鏡
」
（
岩
波
古
典
文
学
大
系
）
二
七
八
頁
参
照
。
A78
）
A　　A　　A777675
）　　）　　）
同
書
（
皿
の
五
五
〇
頁
）
。
田
村
円
澄
「
法
然
」
（
人
物
叢
書
3
6
）
四
、
参
照
。
前
掲
、
㈹
系
図
参
照
。
池
永
二
郎
「
愚
管
抄
の
成
立
年
代
に
関
す
る
考
察
」
（
国
史
学
6
4
）
、
友
田
吉
之
助
「
愚
管
抄
の
著
作
年
代
に
つ
い
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
鎌
倉
仏
教
の
研
究
」
所
収
）
、
参
照
。
重
松
明
久
「
没
落
期
に
お
け
る
摂
開
政
治
の
道
理
」
（
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
1
1
）
参
照
。
拙
稿
「
愚
管
抄
の
経
世
論
と
道
理
」
（
倫
理
学
年
報
第
十
一
集
）
参
照
。
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（
9
4
）
（
9
5
）
　
「
流
布
本
水
鏡
」
（
国
史
大
系
本
）
四
～
五
頁
。
及
び
六
頁
。
（
9
6
）
　
「
国
訳
大
蔵
経
」
論
律
部
第
一
巻
。
三
九
四
頁
以
下
。
（
9
7
）
　
大
森
志
郎
「
愚
管
抄
の
史
観
」
（
「
仏
教
文
学
研
究
」
第
十
一
集
所
収
）
（
9
8
）
　
「
国
訳
大
蔵
経
」
経
典
部
第
一
巻
。
五
十
頁
以
下
。
（
9
9
）
　
「
発
心
集
」
第
五
、
5
9
「
乞
児
物
語
事
」
（
鴨
長
明
全
集
）
、
一
七
四
頁
。
一30一
